
　
東
京
23
区
長
で
つ
く
る
特
別
区
長
会
は
６
月
21
日
に
緊
急
記
者
会
見
を
行
い
、
現
在
中
学
生
ま
で

を
対
象
と
し
て
い
る
子
ど
も
の
医
療
費
無
償
化
に
つ
い
て
、
２
０
２
３
年
度
か
ら
高
校
生
に
拡
大
す

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
所
得
制
限
や
自
己
負
担
は
設
け
ず
無
償
化
す
る
と
発
表
し
た
。

料
が
評
価
さ
れ
る
よ
う
な
仕
組

み
に
し
て
ほ
し
い
」「
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
の
義
務
化
は
行

政
の
暴
走
で
あ

る
よ
う
に
感
じ

る
。
行
政
に
改

善
を
求
め
て
ほ

し
い
」
な
ど
の

質
問
や
要
望
が

あ
り
、
担
当
役
員
が
丁
寧
に
回

答
し
た
。

　
最
後
に
松
島
良
次
副
会
長
が

挨
拶
を
行
い
、
閉
会
し
た
（
関

連
記
事
＝
2
面
「
決
議
」「
記

念
講
演
」「
祝
電
等
」）。

ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
が
始
ま

り
、
事
態
は
泥

沼
化
し
、
戦
闘

の
長
期
化
は
避

け
ら
れ
な
い
。
こ
の
状
況
に
よ

り
、
国
際
秩
序
は
崩
れ
、
深
刻

な
人
道
危
機
を
招
く
だ
け
で
な

く
、
各
国
の
人
々
の
生
活
に
も

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

▼
主
に
「
半
導
体
不
足
」「
食

料
供
給
」「
物
価
高
騰
」
が
挙

げ
ら
れ
る
が
、
我
々
歯
科
医
療

界
が
煽
り
を
受
け
る
の
は
言
う

ま
で
も
な
く
、
金
や
パ
ラ
ジ
ウ

ム
と
い
っ
た
資
源
価
格
の
上
昇

で
あ
ろ
う
▼
歯
の
組
織
を
喪
失

し
た
場
合
の
補
完
材
料
と
し
て

保
険
収
載
さ
れ
る
金
銀
パ
ラ
ジ

ウ
ム
合
金
（
以
下
、「
金
パ

ラ
」）。
月
ご
と
に
点
数
の
見
直

し
を
行
っ
て
も
、
上
昇
傾
向
に

あ
る
市
場
価
格
を
後
追
い
す
る

現
行
制
度
で
は
、
逆
ザ
ヤ
を
完

全
に
解
消
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
価
格
乖
離
を
緩
和
す
る
程

度
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
▼
今
年
度
、
定
期
総
会

で
は
坪
田
有
史
会
長
が
、
金
パ

ラ
の
代
替
材
料
に
つ
い
て
講
演

し
た
。
私
の
考
え
と
し
て
は
、

平
和
で
あ
っ
て
こ
そ
国
際
秩
序

が
保
た
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
先
で
、
材

料
費
に
左
右
さ
れ
な
い
安
定
し

た
歯
科
医
療
の
提
供
が
実
現
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。（
Ｆ
）
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第第
5050
回回 

定
期
総
会
を
開
催

定
期
総
会
を
開
催

22
年
度
活
動
計
画
ほ
か
７
議
案
を
承
認

　
協
会
は
６
月
19
日
、
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
第
50
回
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。
会
場
に
は
一
般
会
員
と
役
員
合
わ
せ
て
50
名

が
出
席
。
委
任
状
は
９
９
４
名
で
、
両
者
を
合
わ
せ
る
と
１
０
４
４
名
の
出
席
と
な
り
、
総
会
成
立
要
件
で
あ
る
会
員
数
の
10
％
を

超
え
、
総
会
は
成
立
し
た
。
昨
年
と
一
昨
年
は
総
会
の
み
の
開
催
で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
緩
和
し
た
こ

と
も
あ
り
、
今
回
は
記
念
講
演
を
３
年
ぶ
り
に
実
施
し
、
協
会
の
坪
田
有
史
会
長
が
講
師
を
務
め
た
。

　
前
年
度
の
目
標
を

　
振
り
返
る

　
総
会
は
、
山
本
鐵
雄
副
会
長

の
開
会
の
言
葉
で
幕
を
開
け
、

冒
頭
、
坪
田
会
長
が
挨
拶
に
立

ち
、
ま
ず
コ
ロ
ナ
禍
に
も
関
わ

ら
ず
総
会
に
参
加
い
た
だ
い
た

会
員
に
対
し
謝
意
を
表
明
。
さ

ら
に
、
２
０
２
１
年
度
の
総
会

で
掲
げ
た
３
つ
の
目
標
を
振
り

返
り
、
１
つ
目
の
会
員
数
増
加

に
つ
い
て
は
「
６
月
19
日
時
点

で
５
９
４
９
名
が
会
員
と
な

り
、
６
０
０
０
名
と
い
う
大
台

が
見
え
て
き
た
。
引
き
続
き
会

員
拡
大
に
注
力
し
た
い
」
と
強

調
。
２
つ
目
の
協
会
の
デ
ジ
タ

ル
化
、
特
に
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

推
進
に
つ
い
て
は
「
ま
だ
紙
媒

体
も
あ
る
が
、
徐
々
に
進
ん
で

い
る
」
と
説
明
。
３
つ
目
の
事

務
局
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
関
し

て
は
「
各
個
人
が
自
己
研
鑽
し

て
お
り
、
一
定
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
が
で
き
た
」
と
報
告
し
た
。

　
そ
の
後
、
早
坂
美
都
理
事
が

関
係
団
体
や
議
員
か
ら
の
祝
電

を
披
露
し
た
ほ
か
、
多
数
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
紹
介
。
議
事
に
入
る
前

に
は
、
議
長
に
橋
村
威
慶
氏

（
文
京
区
）、
副
議
長
に
池
川

裕
子
氏
（
葛
飾
区
）
が
選
出
さ

れ
、
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

　
第
１
〜
７
号
議
案
が

　
賛
成
多
数
で
承
認

続
い
て
、
議
案
７
本
の
審
議

に
入
っ
た
が
、
加
藤
開
副
会
長

が
第
１
号
議
案
「
２
０
２
１
年

度
活
動
報
告
の
承
認
を
求
め
る

件
」、
半
田
紀
穂
子
理
事
が
第
２

号
議
案
「
２
０
２
１
年
度
決
算

報
告
の
承
認
を
求
め
る
件
」、
西

田
紘
一
監
事
が
「
会
計
監
査
報

告
」
を
提
案
し
、
い
ず
れ
も
賛

成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

　
次
に
、
坪
田
会
長
が
第
３
号

議
案
「
役
員
の
件
（
顧
問
の
承

認
）」、
川
戸
二
三
江
副
会
長
が

第
４
号
議
案
「
２
０
２
２
年
度

活
動
計
画
案
の
件
」、
半
田
理

事
が
第
５
号
議
案
「
２
０
２
２

年
度
予
算
案
の
件
」、
坪
田
会

長
が
第
６
号
議
案
「
選
挙
管
理

委
員
承
認
の
件
」、
最
後
に
川

本
弘
理
事
よ
り
第
７
号
議
案
と

し
て
「
決
議
採
択
の
件
」
が
そ

れ
ぞ
れ
提
案
さ

れ
、
い
ず
れ
も

賛
成
多
数
で
承

認
さ
れ
た
。

　
議
案
の
質
疑

応
答
で
は
、
会

場
か
ら
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
は
医
療
Ｄ
Ｘ
化
の
基
本
と
さ

れ
、
電
子
カ
ル
テ
の
標
準
化
な

ど
も
進
め
る
と
さ
れ
て
い
る

が
、
現
状
で
は
電
子
カ
ル
テ
を

ま
と
も
に
活
用
で
き
る
シ
ス
テ

ム
は
な
く
、
対
応
す
る
の
は
か

な
り
厳
し
い
。
協
会
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
」「
診
療

報
酬
改
定
で
は
、
歯
科
医
療
の

改
善
が
依
然
と
し
て
実
現
さ
れ

て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。
歯
保

連
で
実
施
し
た
タ
イ
ム
ス
タ
デ

ィ
調
査
の
結
果
を
も
と
に
、
さ

ら
に
行
政
に
改
善
を
求
め
る
な

ど
、
も
っ
と
歯
科
医
師
の
技
術

　
今
ま
で
は
、
歯
科
診
療
所

の
個
別
指
導
は
指
導
計
画
上

で
は
明
確
に
記
載
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
が
、
今
年
度
は
２

０
２
２
年
の
５
、
７
、
８
、

10
、
11
月
。
お
よ
び
２
０
２

３
年
1
、
2
月
に
1
件
ず
つ

行
う
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い

実施月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

指  導
件  数 － 1 － 1 1 － 1

実施月 11月 12月 １月 2月 3月 合計

指  導
件  数 1 － 1 1 － ７

る
（
表
参
照
）。

　
ま
た
、
６
年
に
１
度
の
指

定
更
新
に
当
た
る
医
療
機
関

に
対
し
て
は
、
一
般
指
導
が

行
わ
れ
る
。
一
般
指
導
は
、

講
習
会
形
式
や
文
書
配
布
な

ど
で
行
わ
れ
る
も
の
で
、
個

別
指
導
と
は
違
い
個
別
面
談

は
行
わ
れ
な
い
。
対
象
は
２

０
２
２
年
度
に
指
定
更
新
で

あ
る
医
療
機
関
、
お
よ
び
２

０
２
１
年
度
に
新
規
に
生
活

保
護
指
定
医
療
機
関
と
な
っ

た
医
療
機
関
な
ど
合
計
約
１

７
０
０
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
昨
年
９
月
に
行
わ

れ
た
一
般
指
導
で
は
、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
動
画
の
視
聴
お
よ
び
受
講

確
認
票
の
提
出
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
今
年
度
も
同
様
の

仕
組
み
で
行
わ
れ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　
今
年
度
の
指
導
に
関
し
て

は
、
９
月
７
日
の
社
保
研
究

会
で
解
説
を
行
う
予
定
。

生活保護指定医療機関生活保護指定医療機関

  

質
疑
応
答

  

丁
寧
に
回
答

個
別
指
導
を
計
画

2022年度生活保護指定医療機関に対する指導計画
（個別指導）

写
真
＝
坪
田
有
史
会
長

東京都

東
京
23
区
、
高
校
生
等
の
医
療
費
無
償
化
へ

所
得
制
限
設
け
ず　

自
己
負
担
な
し

　
東
京
都
は
２
０
２
２
年
１

月
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の

対
象
を
中
学
生
か
ら
高
校
生
ま

で
に
拡
大
す
る
す
る
こ
と
を
発

表
。
高
校
生
の
医
療
費
を
巡
っ

て
は
、
所
得
制
限
を
設
け
、
小

中
高
生
に
お
け
る
通
院
1
回
に

つ
き
上
限
２
０
０
円
を
自
己
負

担
と
し
た
上
で
、
残
り
を
助
成

す
る
方
針
を
表
明
し
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
東
京
都
は
２
０
２

３
年
度
か
ら
2
０
２
５
年
度
ま

で
の
３
年
間
は
都
の
財
源
で
経

費
を
全
額
負
担
し
、
2
０
２
６

年
度
以
降
の
負
担
割
合
は
今
後

の
協
議
と
す
る
こ
と
を
特
別
区

に
提
案
。
特
別
区
長
会
は
今

回
、
2
０
２
３
年
度
か
ら
事
業

を
実
施
す
る
た
め
、
2
０
２
６

年
（
令
和
８
年
）
度
以
降
の
財

源
等
に
つ
い
て
は
東
京
都
と
の

協
議
を
継
続
す
る
こ
と
と

し
、
東
京
都
の
提
案
を
い
っ
た

ん
了
承
し
た
。
な
お
、
東
京
都

は
所
得
制
限
を
設
け
、
２
０
０

　
今
年
度
、
生
活
保
護
指
定
医
療
機
関
で
あ
る
歯
科
診
療
所
に
対
し
、

東
京
都
福
祉
保
健
局
が
７
件
の
個
別
指
導
を
行
う
予
定
で
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。

円
の
自
己
負
担
を
求
め
る
方
式

を
主
張
し
て
い
る
。

　
特
別
区
長
会
は
、
特
別
区
と

し
て
所
得
制
限
や
自
己
負
担
を

設
け
な
い
完
全
無
償
化
で
事
業

を
実
施
す
る
た
め
、
東
京
都
の

補
助
金
で
ま
か
な
え
な
い
財
源

は
、
23
区
が
自
主
財
源
で
負
担

す
る
方
針
。
東
京
23
区
の
負
担

分
は
13
億
円
以
上
と
見
込
む
。

特別区長会は東京都と財源等

の協議を継続する
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チ
タ
ン
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の
適
用
拡
大
求
め
る

総会メッセージ

記念講演記念講演

金
パ
ラ
代
替
テ
ー
マ
に

定
期
総
会
後
半
の
「
記
念
講

演
」
で
は
、
協
会
の
坪
田
有
史

会
長
が
壇
上
に
上
が
っ
た
。
テ

ー
マ
は
「
臨
床
の
視
点
で
金
パ

ラ
の
代
替
を
考
え
る
」。
昨
今
の

診
療
報
酬
改
定
や
基
本
診
療
料

の
点
数
の
変
遷
、
金
パ
ラ
の
代

替
材
料
に
つ
い
て
の
現
状
、
そ

し
て
近
未
来
に
つ
い
て
持
論
を

展
開
し
た
。
司
会
は
阿
部
菜
穂

理
事
が
務
め
た
。

　２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬

改
定
に
つ
い
て

坪
田
会
長
は
、
ま
ず
２
０
２

２
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い

て
触
れ
、
基
本
認
識
、
基
本
的

視
点
と
し
て
、
口
腔
疾
患
の
重

症
化
予
防
、
口
腔
機
能
低
下
へ

の
対
応
の
充
実
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
に
配

慮
し
た
歯
科
医
療
の
推
進
を
挙

げ
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
、
国
民

の
健
康
寿
命
の
延
伸
と
Ｑ
Ｏ
Ｌ

の
改
善
に
寄
与
す
る
こ
と
と
説

明
し
た
。

診
療
報
酬
改
定
率
に
つ
い
て

は
、
全
体
と
し
て
プ
ラ
ス
０
・

43
％
（
財
源
：
３
０
０
億

円
）、
歯
科
で
は
、
プ
ラ
ス
０

・
29
％
の
87
億
円
と
紹
介
。
坪

田
会
長
が
歯
科
医
師
と
な
っ
た

１
９
８
９
年
に
は
国
民
医
療
費

に
お
け
る
歯
科
医
療
費
の
割
合

は
10
％
で
あ
っ
た
が
、
20
年
後

の
２
０
１
９
年
で
は
６
・
８
％

に
減
っ
て
し
ま
っ
た
と
し
、
国

民
医
療
費
に
お
け
る
歯
科
医
療

費
の
割
合
が
10
％
で
維
持
で
き

て
い
れ
ば
、
約
１
兆
円
も
少
な

い
現
状
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

基
本
診
療
料
の
変
遷
を
前
に  

 

２
０
２
２
年
度
改
定
で
、
歯

科
の
初
診
料
は
２
６
１
点
か
ら

２
６
４
点
、
再
診
料
は
53
点
か

ら
56
点
へ
と
、
各
３
点
ず
つ
ア

ッ
プ
し
た
。
医
科
の
初
診
料
と

再
診
料
は
、
歯
科
の
初
診
料
よ

り
24
点
、
再
診
料
は
17
点
高

く
、
会
員
か
ら
は
「
医
科
と
同

じ
点
数
に
す
べ
き
」
と
の
声
が

あ
が
っ
て
い
る
。
歯
科
は
初
診

料
を
１
点
上
げ
る
の
に
８
億

円
、
再
診
料
を
１
点
上
げ
る
の

に
32
億
円
、
初
診
料
・
再
診
料

を
各
１
点
ず
つ
上
げ
る
の
に
40

億
円
が
必
要
と
し
、
２
０
２
２

年
度
改
定
で
初
診
料
・
再
診
料

を
各
３
点
ず
つ
上
げ
た
の

で
、
１
２
０
億
円
の
財
源
の
確

保
が
必
要
と
説
明
し
た
。
そ
の

上
で
、
歯
科
の
財
源
の
不
足
分

は
、
Ｐ
基
処
の
廃
止
に
よ
り
充

当
さ
れ
た
と
説
明
し
た
。
Ｐ
基

処
の
廃
止
に
よ
り
、
１
１
０
億

７
０
０
０
万
円
の
削
減
と
な
る

た
め
、
初
診
料
・
再
診
料
の
点

数
が
上
が
っ
た
メ
リ
ッ
ト
を
享

受
で
き
て
い
な
い
と
感
じ
る
歯

科
医
師
が
多
い
と
指
摘
し
た
。

さ
ら
に
、
過
去
10
年
間
に
お

け
る
初
診
料
・
再
診
料
の
変
遷

に
お
い
て
、
点
数
は
引
き
上
げ

ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
消
費
税

率
の
引
き
上
げ
に
伴
う
対
応
分

が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
実
質

的
な
基
本
診
療
料
の
評
価
に
は

繋
が
っ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘

し
、
歯
科
に
お
い
て
国
民
の
健

康
寿
命
の
延
伸
や
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
改

善
だ
け
で
な
く
、
歯
科
に
係
る

諸
問
題
を
改
善
す
る
た
め
に
歯

科
医
療
費
の
総
枠
拡
大
の
必
要

性
を
強
く
訴
え
た
。

金
パ
ラ
の
代
替
材
料

保
団
連
が
実
施
し
た
金
パ
ラ

モ
ニ
タ
ー
調
査
の
デ
ー
タ
を
引

用
し
、
金
パ
ラ
告
示
価
格
と
実

勢
価
格
が
乖
離
し
て
い
る
状
況

や
、
パ
ラ
ジ
ウ
ム
、
金
の
先
物

チ
ャ
ー
ト
図
を
も
と
に
、
世
界

情
勢
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、

投
資
家
の
投
機
対
象
と
な
る
材

料
を
保
険
の
材
料
と
し
て
い
る

こ
と
を
問
題
視
。
ま
た
、
歯
科

用
貴
金
属
の
価
格
変
動
が
歯
科

医
療
機
関
に
与
え
る
影
響
を
緩

和
す
る
た
め
、
年
４
回
公
定
価

格
の
改
定
を
行
う
な
ど
、
対
応

が
行
わ
れ
た
が
、
金
パ
ラ
告
示

価
格
と
実
勢
価
格
が
乖
離
し
て

い
る
状
況
は
改
善
さ
れ
な
い
と

し
、
抜
本
的
な
対
応
を
国
に
求

め
て
い
く
と
強
調
し
た
。

さ
ら
に
、
金
パ
ラ
に
よ
る
歯

冠
修
復
の
問
題
点
と
し
て
、
審

美
障
害
や
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
が

挙
げ
ら
れ
る
が
、
接
着
の
技
術

改
善
に
よ
り
、
接
着
ブ
リ
ッ
ジ

や
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
な
ど
の

メ
タ
ル
フ
リ
ー
の
歯
冠
修
復
物

の
適
用
が
拡
大
し
て
い
る
と
説

明
し
た
。
金
パ
ラ
の
代
替
材
料

と
し
て
、
メ
タ
ル
系
で
は
チ
タ

ン
、
コ
バ
ル
ト
ク
ロ
ム
合
金
、

合
成
樹
脂
と
し
て
は
、
コ
ン
ポ

ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
（
Ｈ
Ｊ
Ｃ
、
Ｃ

Ｒ
イ
ン
レ
ー
）、
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
レ
ジ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
（
Ｃ
Ａ
Ｄ

／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ

Ｍ
イ
ン
レ
ー
な
ど
）、
Ｐ
Ｅ
Ｅ

Ｋ
、
無
機
材
料
と
し
て
は
、
セ

ラ
ミ
ッ
ク
（
ジ
ル
コ
ニ
ア
）
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。

た
だ
し
、
フ
ル
ジ
ル
コ
ニ
ア
ク

ラ
ウ
ン
の
保
険
収
載
は
財
源
が

大
幅
に
増
加
し
な
け
れ
ば
厳
し

い
と
い
う
見
解
を
示
し
た
。
今

後
は
、
国
と
し
て
も
脱
メ
タ
ル

化
を
推
し
進
め
て
い
る
た
め
、

メ
タ
ル
フ
リ
ー
の
歯
冠
修
復
に

お
け
る
保
険
適
用
の
拡
大
が
さ

ら
に
進
む
と
の
見
解
を
示
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
各
材
料
の
臨
床

に
お
け
る
特
徴
や
問
題
点
を
実

際
の
臨
床
デ
ー
タ
を
用
い
な
が

ら
解
説
。
保
険
適
用
と
な
っ
た

チ
タ
ン
の
改
善
案
と
し
て

は
、
①
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
用

の
チ
タ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
を
用
い

て
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
技
術
で

の
製
作
を
行
う
、
②
ブ
リ
ッ
ジ

へ
の
適
用
拡
大
―
の
２
点
を
挙

げ
た
。
こ
の
う
ち
、
②
の
ブ
リ

ッ
ジ
へ
の
適
用
拡
大
に
つ
い
て

は
、
保
団
連
を
通
じ
て
働
き
か

け
て
い
く
と
し
た
。

そ
し
て
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ

冠
の
適
用
の
問
題
と
し
て
、
第

二
大
臼
歯
の
す
べ
て
が
残
存
し

て
い
な
け
れ
ば
第
一
大
臼
歯
に

は
適
用
不
可
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
条
件
に
お
け
る
デ
ー

タ
や
エ
ビ
デ
ン
ス
が
あ
ま
り
に

も
少
な
い
と
指
摘
し
た
。
一
律

的
に
ル
ー
ル
に
縛
ら
れ
て
い
る

た
め
、
患
者
に
保
険
で
適
切
な

治
療
を
行
う
こ
と
が
難
し
い
状

況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
歯
科
医

師
の
裁
量
を
認
め
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
と
強
調
し
た
。

歯
科
医
療
費
総
枠
拡
大

坪
田
会
長
は
改
め
て
金
パ
ラ
の

代
替
材
料
と
し
て
、
チ
タ
ン
や
Ｃ

Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の
適
用
拡
大
の

必
要
性
を
強
調
し
、
患
者
へ
の
適

切
な
治
療
の
た
め
に
は
、
歯
科
医

師
の
裁
量
権
の
拡
大
が
不
可
欠
と

し
、
歯
科
業
界
を
取
り
巻
く
諸
問

題
の
抜
本
的
な
解
決
策
と
し
て
、

歯
科
医
療
費
の
総
枠
拡
大
の
必
要

性
を
訴
え
た
。

そ
し
て
、
歯
科
医
療
費
の
総

枠
拡
大
が
果
た
せ
な
け
れ
ば
、

歯
科
医
師
が
望
む
保
険
適
用
の

拡
大
や
、
増
点
は
望
め
な
い
と

し
、
国
会
議
員
や
厚
生
労
働
省

へ
の
働
き
か
け
を
強
め
て
い
く

と
強
調
し
た
。

歯
科
医
師
が
日
々
で
き
る
こ

と
は
、
高
点
数
を
理
由
と
す
る

個
別
指
導
を
恐
れ
た
萎
縮
診
療

に
陥
る
の
で
は
な
く
、
患
者
、

国
民
の
健
康
維
持
、
健
康
寿
命

の
延
伸
の
た
め
、
エ
ビ
デ
ン
ス

に
基
づ
い
た
正
し
い
保
険
請
求

を
行
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が

歯
科
医
療
費
の
総
枠
拡
大
に
繋

が
る
と
訴
え
、
結
び
と
し
た
。

講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、

オ
ー
ラ
ル
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
用
い

た
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー

の
保
険
収
載
の
可
能
性
な
ど
、

フ
ロ
ア
ー
か
ら
の
質
問
に
、
坪

田
会
長
が
回
答
し
た
。

国会議員(参議院議員)
立憲民主党 川田龍平、牧山ひろえ、青木愛、塩村あやか

日本共産党 小池晃、吉良よし子、田村智子、山添拓

元参議院議員 自見庄三郎

地方公共団体
武蔵野市長　 松下玲子

区議会議員
新宿区議会
日本共産党
新宿区議会議員団

川村のりあき、あざみ民栄、近藤なつ子、
沢田あゆみ、雨宮武彦、高月まな、藤原たけき

新宿区議会
立憲民主党・
無所属クラブ

志田雄一郎、小野裕次郎

新宿区議会
社民
新宿区議会議員団

かわの達男

新宿区議会
新宿未来の会 のづケン

東京歯科保険医協会�第50回定期総会

祝電・メッセージ等一覧（※順不同、敬称略）

国会議員（衆議院議員）
自由民主党 牧原秀樹、盛山正仁、髙鳥修一

立憲民主党 大西健介、阿部知子、松原仁

日本共産党 笠井亮、宮本徹

前衆議院議員 山花郁夫、長谷川嘉一

東京都議会議員
東京都議会
自由民主党 柴﨑幹男

都民ファーストの会 
東京都議団

白戸太朗、もり愛、福島りえこ、荒木ちはる、
後藤なみ、田の上いくこ、山田ひろし、
森村隆行、清水やすこ

日本共産党 東京都議会議員団

東京都議会
立憲民主党 山口拓、西沢けいた、中村ひろし

【団体・企業等】
神田お玉ヶ池法律事務所、税理士法人税制経営研究所、bloom
総合事務所、東京民主医療機関連合会、東京社会保障推進協議会、
「保険で良い歯科医療を」全国連絡会、新日本医師協会東京支
部、一般社団法人日本接着歯学会、全国Ｂ型肝炎訴訟原告団、姪
浜法律事務所、障害者と家族の生活と権利を守る都民連絡会、東
京商工団体連合会、株式会社ヒョーロン・パブリシャーズ、明治
安田生命保険相互会社、富国生命保険相互会社、大樹生命保険株
式会社、太陽生命保険会社
【保険医協会・医会等】
全国保険医団体連合会、一般社団法人北海道保険医会、秋田県保
険医協会、岩手県保険医協会、福島県保険医協会、山形県保険医
協会、宮城県保険医協会、東京保険医協会、神奈川県保険医協会、
千葉県保険医協会、一般社団法人茨城県保険医協会、栃木県保険
医協会、埼玉県保険医協会、静岡県保険医協会、愛知県保険医協
会、岐阜県保険医協会、三重県保険医協会、滋賀県保険医協会、
京都府歯科保険医協会、京都府保険医協会、奈良県保険医協会、
和歌山県保険医協会、兵庫県保険医協会、鳥取県保険医協会、島
根県保険医協会、広島県保険医協会、山口県保険医協会、香川県
保険医協会、徳島県保険医協会、高知保険医協会、愛媛県保険医
協会、佐賀県保険医協会、長崎県保険医協会、一般社団法人熊本
県保険医協会、大分県保険医協会、宮崎県保険医協会、沖縄県保
険医協会

決議
　
厚
生
労
働
省
に
行
っ
た
歯
科
用
金

銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
の
材
料
費
が
診

療
報
酬
の
告
示
価
格
を
上
回
る
問
題

に
関
す
る
改
善
要
求
か
ら
、
今
次
診

療
報
酬
改
定
に
お
い
て
、
変
動
幅
に

係
ら
ず
３
カ
月
毎
に
告
示
価
格
を
改

定
す
る
仕
組
み
が
新
設
さ
れ
た
。
し

か
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
か
ら

歯
科
用
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
の
市

場
流
通
価
格
は
日
々
高
騰
を
続
け
て

お
り
、
問
題
は
一
向
に
解
決
し
て
い

な
い
。
医
療
機
関
の
経
営
は
更
に
厳

し
さ
を
増
し
て
お
り
、
歯
科
医
療
に

従
事
す
る
人
材
を
維
持
・
確
保
で
き

な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
な
ど
、
医
療

提
供
体
制
の
崩
壊
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
で
、
医
療
用

物
資
の
高
騰
や
患
者
の
受
診
抑
制
が

慢
性
化
し
て
い
る
。
今
次
診
療
報
酬

改
定
で
初
診
料
お
よ
び
再
診
料
が
僅

か
各
々
３
点
し
か
引
き
上
げ
ら
れ
て

お
ら
ず
、
そ
も
そ
も
コ
ロ
ナ
禍
以
前

よ
り
院
内
感
染
防
止
対
策
に
係
る
評

価
は
十
分
と
は
言
え
ず
、
国
は
速
や

か
に
院
内
感
染
防
止
対
策
の
適
切
な

評
価
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　
な
お
、
感
染
拡
大
を
受
け
、
厚
生

労
働
省
は
今
年
度
も
高
点
数
に
よ
る

個
別
指
導
を
実
施
し
な
い
こ
と
と
し

た
。
こ
れ
は
、
協
会
が
廃
止
を
求
め

て
き
た
成
果
の
１
つ
で
あ
り
、
必
要

性
が
乏
し
い
こ
と
を
厚
生
労
働
省
は

認
め
た
と
言
え
る
。
萎
縮
診
療
に
も

つ
な
が
る
当
該
指
導
は
、
速
や
か
に

廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。

　
国
は
、
一
定
の
収
入
が
あ
る
75
歳

以
上
の
国
民
の
負
担
割
合
を
、
今
年

10
月
か
ら
１
割
か
ら
２
割
に
引
き
上

げ
る
。
健
康
寿
命
の
延
伸
や
在
宅
医

療
の
医
療
提
供
が
喫
緊
の
課
題
と
な

る
中
で
、
そ
の
患
者
の
負
担
割
合
を

引
き
上
げ
る
動
き
に
は
反
対
で
あ

る
。

　
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本

方
針
２
０
２
２
」
の
原
案
に
お
い

て
、
国
民
皆
歯
科
健
診
の
検
討
が
盛

り
込
ま
れ
た
。
疾
病
の
早
期
発
見
お

よ
び
健
康
寿
命
の
延
伸
に
繋
が
る
と

期
待
さ
れ
、
実
現
に
向
け
て
で
き
る

限
り
協
力
し
た
い
。
な
お
、
実
施
の

際
に
は
患
者
が
負
担
を
気
に
せ
ず
健

診
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
適
切
な
制

度
設
計
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。

　
２
月
24
日
に
開
始
さ
れ
た
ロ
シ
ア

軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
国
連
憲

章
お
よ
び
国
際
法
を
踏
み
に
じ
る
行

為
で
あ
り
、
い
か
な
る
理
由
で
あ
っ

て
も
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
国

民
の
命
と
健
康
を
守
る
団
体
、
そ
し

て
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
、
人
の
命

を
奪
う
戦
争
や
核
兵
器
使
用
で
世
界

の
諸
国
を
威
嚇
す
る
い
か
な
る
行
動

に
も
断
固
と
し
て
反
対
す
る
。

　
ま
た
、
政
府
が
推
し
進
め
て
い
る

今
後
増
加
す
る
高
齢
者
の
た
め
に
一

人
当
た
り
の
社
会
保
障
費
を
削
減
す

る
動
き
や
、
患
者
へ
の
安
心
安
全
な

医
療
の
実
現
を
妨
げ
る
動
き
に
断
固

反
対
し
、
国
民
の
生
活
と
歯
科
医
療

の
よ
り
一
層
の
充
実
に
向
け
た
運
動

を
国
民
と
と
も
に
力
を
合
わ
せ
、
推

進
す
る
た
め
に
、
以
下
の
要
求
を
国

民
、
政
府
及
び
歯
科
保
険
診
療
に
携

わ
る
全
て
の
方
に
表
明
す
る
。

記

一
、
国
は
、
現
行
の
社
会
保
障
を
後

　
　
退
さ
せ
ず
、
世
界
の
国
々
が
模

　
　
範
と
す
る
日
本
の
社
会
保
障
制

　
　
度
を
更
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
。 

一
、
国
は
、
こ
れ
以
上
の
患
者
負
担

　
　
増
計
画
は
中
止
し
、
医
療
保
険

　
　
や
介
護
保
険
の
自
己
負
担
率
を

　
　
引
き
下
げ
る
こ
と
、
ま
た
は
公

　
　
費
助
成
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に

　
　
よ
り
、
国
民
負
担
を
軽
減
す
る

　
　
こ
と
。

一
、
国
は
、
患
者
が
負
担
を
気
に
せ

　
　
ず
に
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関

　
　
で
健
診
が
受
け
ら
れ
る
よ
　

　
　
う
、
国
民
皆
歯
科
健
診
の
適
切

　
　
な
制
度
設
計
を
行
う
こ
と
。

一
、
国
は
、
院
内
感
染
防
止
対
策
の

　
　
評
価
を
更
に
引
き
上
げ
る
な
ど

　
　
診
療
報
酬
の
諸
問
題
を
改
善
す

　
　
る
こ
と
。

一
、
国
は
、
歯
科
用
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ

　
　
ム
合
金
の
材
料
費
が
診
療
報
酬

　
　
の
告
示
価
格
を
上
回
る
こ
と
の

　
　
な
い
よ
う
、
さ
ら
な
る
制
度
改

　
　
善
を
行
う
こ
と
。

一
、
国
は
、
高
点
数
の
保
険
医
療
機

　
　
関
を
対
象
と
し
た
指
導
を
廃
止

　
　
す
る
こ
と
。

一
、
私
た
ち
歯
科
医
師
は
、
平
和
を

　
　
妨
げ
る
す
べ
て
の
動
き
に
反
対

　
　
す
る
。

２
０
２
２
年
６
月
19
日

東
京
歯
科
保
険
医
協
会

第
50
回
定
期
総
会
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◆
参
院
選
を
前
に
思
う〝
官
僚
像
〞

　
議
員
を
通
じ
て

　
　
民
意
を
反
映
さ
せ
る
―
。

こ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
が
、
こ
の
日

本
で
は
具
現
化
し
づ
ら
く
、
キ
ャ
リ
ア
官

僚
が
社
会
を
ど
う
デ
ザ
イ
ン
す
る
か
で
物

事
が
決
ま
っ
て
し
ま
う
現
状
は
、
誰
も
が

知
る
と
こ
ろ
で
す
。
好
例
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
初
動
対
策
に
お
け
る
マ
ス
ク
配
布
。
秘

書
官
の
一
言
で
決
ま
り
、
国
家
の
一
大
事

に
、
議
員
は
ほ
ぼ
蚊
帳
の
外
と
い
う
印
象

で
し
た
。
有
能
な
官
僚
だ
か
ら
仕
方
な
い

と
い
う
諦
観
、
彼
ら
に
阿お
も
ね

る
の
が
得
策
と

い
う
達
観
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
選
挙
の
洗
礼
を
受
け
な
い
彼
ら

が
、
恣
意
的
に
物
事
を
采
配
す
れ
ば
、
陰

日
向
の
あ
る
歪
ん
だ
社
会
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
優
秀
さ
に
は
一
定
の
敬
意
を
払
い

つ
つ
も
、
邪
な
部
分
に
警
戒
す
る
感
性
も

必
要
と
考
え
ま
す
。
来
た
る
参
議
院
選
挙

で
は
、
民
意
の
シ
ナ
リ
オ
で
辣
腕
を
ふ
る

う
候
補
に
活
躍
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

◆
歯
科
医
師
の
地
位
向
上
に
向
け
　

　
現
状
の
課
題
と
向
き
合
う

さ
て
、
周
知
の
通
り
、
歯
科
は
冷
遇
さ

れ
て
久
し
い
状
態
で
す
。
政
官
界
の
視
点

で
は
歯
科
は
利
権
、
旨
味
が
少
な
い
と
い

う
、
歯
科
医
師
に
無
関
係
の
理
由
も
あ
る

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
他
に
も
歯
科
が
軽

視
さ
れ
て
い
る
遠
因
が
あ
ろ
う
と
感
じ
ま

す
。
奇
し
く
も
機
関
紙
６
月
号
（
第
６
２

７
号
）
の
会
員
寄
稿
に
、
故
人
に
な
り
ま

す
が
、
キ
ャ
リ
ア
官
僚
の
言
葉
と
し
て
、

「
歯
科
医
は
馬
鹿
だ
か
ら
…
」「
保
険
点

数
は
世
論
を
反
映
す
る
」
が
あ
り
ま
し

た
。
手
厳
し
い
指
摘
で
す
が
、
私
と
し
て

は
、
あ
え
て
喝
破
し
て
い
た
だ
い
た
先
生

の
見
解
に
賛
意
を
表
し
ま
す
。「
麦
踏

み
」
で
踏
ま
れ
る
麦
の
よ
う
に
、
耳
が
痛

い
話
を
以
て
踏
み
つ
け
ら
れ
る
こ
と

は
、
歯
科
医
師
が
し
っ
か
り
社
会
に
根
差

す
た
め
に
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
い
わ
ゆ
る
Ｆ
ラ
ン
歯
学
部
の
問

題
。
Ｆ
ラ
ン
歯
学
部
を
潰
せ
と
は
酷
で

す
。
優
秀
な
学
生
も
い
ま
す
し
、
や
り
方

参院選前に歯科医師の
地位向上を考える

菊地　三四郎 （きくち ・ さんしろう） ／渋谷区

会員寄稿　「声」

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
た

医
科
・
歯
科
医
療
機
関
及
び
保
険
薬
局
数
は
２

０
２
２
年
５
月
22
日
時
点
で
４
万
４
２
８
４
機

関
、
参
加
率
は
19
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
う
ち
、
全
国
の
歯
科
医
療
機
関
数
は
９
２
６

３
機
関
、
同
13
・
１
％
、
東
京
の
歯
科
医
療
機

関
数
は
９
０
３
機
関
、
同
８
・
４
％
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。
協
会
に
は
実
際
に
導
入
し
て
い
る

歯
科
医
療
機
関
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ

ス
テ
ム
の
利
用
者
は
月
１
〜
２
人
の
利
用
者
し

か
い
な
い
と
い
う
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
導
入
し
た
医
療
機
関
に
は
毎
月
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
の
負
担
や
受
付
の
患
者
対
応
な
ど
の

負
担
が
か
か
る
。
そ
の
た
め
、
診
療
報
酬
改
定

で
、
電
子
的
保
健
医
療
情
報
活
用
加
算
が
新
設

さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
政
府
は
患
者
負
担
が
増
え
る
こ
と

が
報
道
さ
れ
る
と
、
同
加
算
の
廃
止
を
早
々
と

打
ち
出
し
た
。
加
算
が
廃
止
さ
れ
れ
ば
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
な
ど
は
完
全
に
医
療
機
関
側
が
負
担
す
る
こ

と
と
な
る
。
ま
た
、
診
療
報
酬
の
諮
問
機
関
で

あ
る
中
医
協
を
飛
び
越
え
て
、
政
府
が
方
針
を

打
ち
出
す
の
は
い
か
が
な
も
の
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
患
者
負
担
が
あ
る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
の
利
用
者
が
少
な
い
と

い
う
声
も
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
全
国
普
及
率
は
５
月
１
日
時
点
で
44

・
０
％
で
あ
り
、
東
京
で
は
47
・
８
％
で
あ

る
。
健
康
保
険
証
利
用
登
録
が
済
ん
で
い
る
の

は
全
人
口
で
わ
ず
か
７
％
未
満
に
過
ぎ
な

い
。
い
っ
た
い
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健

康
保
険
証
と
し
て
持
ち
歩
く
国
民
が
ど
の
程
度

い
る
だ
ろ
う
か
。

　
現
行
シ
ス
テ
ム
で
は
、
資
格
確
認
以
外
の
薬

剤
情
報
や
特
定
健
診
記
録
な
ど
の
医
療
情
報
へ

ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
に
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で

の
登
録
が
必
要
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の

利
用
規
約
に
は
す
べ
て
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

「
自
己
責
任
」
で
の
解
決
を
す
る
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
お
り
、
全
て
の
責
任
を
利
用
者
に
押
し

付
け
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
医
療
機
関
に
あ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
の
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
は
そ
の
場
で
健
康
保
険
証
と
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
紐
づ
け
が
で
き
る
た
め
、
医

療
機
関
で
紐
づ
け
を
行
え
ば
、
医
療
機
関
側
が

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
利
用
規
約
へ
の
同
意
を
促

し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
一
旦
紐
づ

け
が
完
了
し
て
し
ま
え
ば
取
り
消
す
こ
と
は
で

き
な
い
た
め
、
取
り
消
し
を
希
望
す
る
患
者
さ

ん
と
の
間
で
新
た
な
ト
ラ
ブ
ル
と
も
な
り
か
ね

な
い
。

　
さ
ら
に
、
昨
今
の
半
導
体
不
足
の
影
響
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
シ
ス
テ
ム
に
使
用

す
る
機
器
な
ど
も
不

足
し
て
お
り
、
導
入

ま
で
半
年
以
上
待
た

さ
れ
て
い
る
と
い
う

医
療
機
関
も
存
在
す

る
。
半
導
体
の
世
界

的
需
要
の
高
ま
り
や

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の

影
響
で
、
物
資
供
給

が
不
安
定
な
中
で
優
先
的
に
導
入
を
進
め
て

い
く
べ
き
も
の
な
の
か
は
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
の
最
大

の
メ
リ
ッ
ト
は
健
康
保
険
の
資
格
確
認
が
そ

の
場
で
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
き
た
が
、
２
０

２
１
年
10
月
よ
り
支
払
い
側
で
資
格
喪
失
後

の
レ
セ
プ
ト
の
振
替
な
ど
の
作
業
を
行
っ
て
お

り
、
返
戻
は
減
り
つ
つ
あ
る
た
め
歯
科
で
の
導

入
の
メ
リ
ッ
ト
は
少
な
い
。
導
入
を
義
務
化

す
れ
ば
、
必
要
の
な
い
新
た
な
負
担
を
強
い

ら
れ
る
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
く
な
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
経
済
的
に
打
撃
を
受
け
て
い
る

医
療
機
関
に
対
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
率
の
低
さ
を
解
消
す
る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
〝
義
務
化
〞

し
、
負
担
を
強
い
る
こ
と
が
今
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
な
の
か
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
に
つ
い
て
は
、
政
府
が
正
し
く
運
用
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
係
る
給

付
金
な
ど
に
活
用
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
推
進
を
し
て
い
く
必
要
性
も
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
現
状
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
点
で

不
安
が
払
し
ょ
く
で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
医
療

を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
の
出
し
に
使
う

こ
と
に
つ
い
て
、
国
民
に
理
解
を
得
ら
れ
て
い

る
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。

　
以
上
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム

の
導
入
〝
義
務
化
〞
に
反
対
す
る
。

２
０
２
２
年
６
月
９
日

東
京
歯
科
保
険
医
協
会

第
５
回
理
事
会

　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
の
導
入
〝
義
務
化
〞
に
反
対
す
る

声明

次
第
で
は
、
復
権
も
あ
り
得
ま
す
。
し
か

し
、
実
質
的
に
学
力
を
問
わ
れ
な
い
入
学

体
制
は
ご
法
度
で
し
ょ
う
。
難
関
試
験
を

経
て
き
た
キ
ャ
リ
ア
官
僚
か
ら
嫌
悪
さ
れ

て
も
や
む
を
得
ま
せ
ん
。
こ
こ
が
変
わ
ら

な
い
以
上
、
歯
科
医
師
に
社
会
的
地
位
の

向
上
は
望
め
な
い
気
が
し
ま
す
。
同
時
に

「
こ
ん
な
偏
差
値
の
連
中
に
は
予
算
を
回

さ
な
く
て
良
い
」
と
い
う
世
論
誘
導
に
利

用
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。「
国
家
試
験
が
あ
る

か
ら
入
学
時
の
成
績
は
不
問
だ
」
と
い
う

声
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
ん
な
理
屈
は

医
学
部
や
大
企
業
で
は
採
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
つ
き
ま
と
う
歯
学
界
の〝
自
縄
自
縛
〞

園
芸
や
家
庭
菜
園
を
さ
れ
る
方
は
ご
存

知
で
し
ょ
う
が
、
種
の
袋
に
は
「
発
芽

率
」
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。

「
栴せ
ん
だ
ん檀
は
双
葉
よ
り
芳
し
」
と
ま
で
は

言
い
ま
せ
ん
が
、
発
芽
率
が
低
い
種
を
育

て
て
も
、
結
果
は
推
し
て
知
る
べ
し
。
経

済
的
余
裕
を
他
所
に
学
力
が
伴
わ
な
い
の

は
、
怠
惰
が
主
因
と
考
え
る
の
が
自
然
で

し
ょ
う
。
入
口
を
絞
ら
ず
、
毎
年
、
多
数

の
歯
学
部
生
を
滞
留
さ
せ
、
本
人
の
人
生

設
計
を
狂
わ
せ
る
、
そ
ん
な
状
態
を
放
置

し
て
い
る
業
界
は
健
全
と
は
言
え
る
で
し

ょ
う
か
。

「
経
営
上
の
ラ
イ
バ
ル
は
減
ら
し
て
ほ

し
い
。
で
も
ウ
チ
の
子
ど
も
が
行
く
学
校

は
確
保
し
た
い
」、
す
な
わ
ち
「
あ
れ
も

買
っ
て
〜
、
こ
れ
も
ほ
し
い
」
と
い
う
一

貫
性
の
な
い
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
姿
勢

は
、
キ
ャ
リ
ア
官
僚
の
眼
に
は
駄
々
っ
子

の
よ
う
に
映
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
官
僚
は
常
に
推
し
は
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
対
象
が
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
で

あ
る
か
ど
う
か
を
。
手
強
い
団
体
で
あ
る

か
ど
う
か
を
。
こ
の
機
関
紙
を
含
め
た
発

信
媒
体
な
ど
を
読
み
取
り
な
が
ら
。

◆
剛
と
柔
の
狭
間
で
政
治
を
視
る

政
治
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
し
て
は
、

要
請
、
陳
情
と
い
う
不
断
の
努
力
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
駒
を
進
め
る
な

ら
、
当
該
議
員
が
委
員
会
な
ど
で
、
ど
ん

な
質
問
を
し
、
ど
ん
な
言
質
を
取
っ
て
き

た
か
を
、検
証
、評
価
し
た
い
も
の
で
す
。

異
論
な
く
、
歯
科
の
各
団
体
は
真
摯
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
こ
ま
で
山
が
動
か
な
い
裏
に
は
、
や
は

り
何
か
あ
り
そ
う
で
す
。

ち
ょ
う
ど
30
年
前
の
映
画
「
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
狂
騒
曲
」
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
国
会
議
員
の
椅

子
を
手
に
入
れ
た
主
人
公
（
エ
デ
ィ
・
マ

ー
フ
ィ
）
が
、
ロ
ビ
イ
ス
ト
た
ち
か
ら
献

金
の
旨
味
を
知
り
ま
す
。
そ
ん
な
最
中
、

利
権
団
体
と
市
民
の
要
求
が
拮
抗
す
る
場

面
は
つ
き
も
の
で
す
。
そ
こ
で
狡
猾
な
先

輩
議
員
は
新
人
議
員
の
主
人
公
に
、
ど
う

す
れ
ば
良
い
か
を
囁
き
ま
す
。「
な
に
も

し
な
い
こ
と
だ
よ
」
と
。「
そ
う
す
れ

ば
、
両
方
か
ら
支
持
と
金
が
手
に
入
る
」

と
。
弁
護
士
法
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
双
方

代
理
の
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。
こ
の
「
な

に
も
し
な
い
」「
な
に
も
し
て
く
れ
な

い
」
と
い
う
事
象
に
対
し
、
懐
柔
す
る
の

か
、
睨
み
を
効
か
す
の
か
、
意
見
は
多
様

で
し
ょ
う
。
政
治
に
託
し
な
が
ら
も
、
道

を
阻
む
何
か
を
想
定
す
る
、
双
方
の
視
点

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
生
命
保
険

保
険
医
休
業
保
障
共
済
保
険

保
険
医
年
金

第
２
休
業
保
障
制
度

　
お
申
し
込
み
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た　

共
済
部
長
　
川
戸
二
三
江

　
今
春
も
普
及
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
伴
い
、
多
く
の
先
生
方
に
ご
加
入
い

た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
、
お
申
し

込
み
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
加
入
日
・
振
替
日
等
に
つ
い
て
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。

【
グ
ル
ー
プ
生
命
保
険
】

　
加
入
日
・
保
障
開
始
日
・
・
・
①
６
月
１
日
（
４
月
25
日
ま
で
に
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
込
）　
②
7
月
１
日
（
５
月
25
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
申
込
）

初

回

振

替

日
・
・
・
①
5
月
25
日　
②
6
月
27
日

加
入
者
証
の
送
付
・
・
・
①
7
月
下
旬
郵
送　
②
8
月
下
旬
郵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
送

【
保
険
医
休
業
保
障
共
済
保
険
】

加

入

日
・
・
・
８
月
１
日

保

障

開

始

日
・
・
・
傷
害
に
よ
る
休
業
は
８
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
疾
病
に
よ
る
休
業
は
11
月
１
日
か
ら

初

回

振

替

日
・
・
・
７
月
25
日

加
入
者
証
の
送
付
・
・
・
10
月
上
旬
郵
送

【
保
険
医
年
金
】

加

入

日
・
・
・
9
月
１
日

初

回

振

替

日
・
・
・
月
払
の
場
合
は
8
月
25
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
払
の
場
合
は
8
月
15
日
ま
で
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
り
込
み
。
振
込
案
内
ご
確
認
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
（
一
時
払
振

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
込
案
内
は
7
月
下
旬
に
郵
送
）。

加
入
者
証
の
送
付
・
・
・
10
月
下
旬
郵
送

【
第
２
休
業
保
障
制
度
】

加
入
日
・
補
償
開
始
日
・
・
・
８
月
１
日

初

回

振

替

日
・
・
・
７
月
25
日

加
入
者
証
の
送
付
・
・
・
10
月
上
旬
郵
送

税
法
上
の
扱
い
・
・
・
掛
金
は
生
命
保
険
料
控
除
の
う
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
介
護
医
療
保
険
料
控
除
の
対
象

※
保
険
医
休
業
保
障
共
済
保
険
、保
険
医
年
金
は
経
費
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
グ
ル
ー
プ
生
命
保
険
、
第
２
休
業
保
障
制
度
は
経
費
扱
い
で
き
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。

※
振
替
日
は
毎
月
25
日
（
25
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）
と
な
り　

　
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ　
０
３
―
３
２
０
５
―
２
９
９
９　
共
済
部
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ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

協会の顧問弁護士と顧問税理士が回答いたします。

日日 時時：：７月２１日（木） 午後 2 時～5 時

定定 員員：：6 名（各３名。相談時間は 1 人 1 時間以内）

場場 所所：：東京歯科保険医協会 会議室

要要予予約約：：03－3205－2999（担当：経営管理部）

※予約は、受付順とさせていただきます。

無料相談無料相談トトララブブルル防防止止はは早早めめのの対対処処ががポポイインントト 

法法律律相相談談、、経経営営＆＆税税務務相相談談 

　経営・税務相談Q＆A  No.394　水漏れ事故の対応は？
備えは必要？

事務所」を紹介しています。今回、歯科医
院で実際に起こった、自院が水漏れを起こ
した場合(事例1 )、被害にあった場合(事
例2 )の保険金の請求事例をご紹介してお
きます。
　万が一の備えが必要か、この機会にぜ
ひ、検討してみてください。

という被害を受ける場合もあります。発生
源のテナント等が施設賠償責任保険に入っ
ていないと、十分な補償がされないことも
あります。
　なお、当会では施設賠償責任保険や火災
保険の取り扱いはしていないため、保険の
加入を検討される先生には、当紙面右下に
掲載されている保険代理店「アサカワ保険

ながた ・ こうすけ

歯科専門にサイト製

作、運用、コンサル

ティングを行い歯科

関連サイトの運用は

常時120件を数える。

相
談
件
数
と
し
て
は
多
く
あ
り
ま

せ
ん
が
、「
医
院
の
基
本
情
報
を
掲
載

す
る
サ
イ
ト
か
ら
の
請
求
」
と
い
う

身
に
覚
え
の
な
い
要
求
に
お
困
り
の

方
が
過
去
に
い
ま
し
た
。
多
い
の

は
、
ま
ず
簡
単
な
情
報
だ
け
掲
載
し

て
、
よ
り
詳
し
い
情
報
を
有
料
で
掲

載
し
な
い
か
と
い
う
営
業
電
話
が
か

か
っ
て
く
る
場
合
で
す
。

前
提
と
し
て
、
勝
手
に
医
院
情
報

を
掲
載
し
て
掲
載
費
用
を
請
求
す
る

こ
と
な
ど
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
論
外

で
、取
り
合
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

事
前
合
意
の
な
い
請
求
は
無
効
で
す
。

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
最
初
に
医

院
の
基
本
情
報
を
無
料
で
掲
載
し

て
、
そ
の
後
に
「
情
報
の
更
新
を
す

る
な
ら
有
料
契
約
が
必
要
」「
削
除
も

有
料
」
な
ど
と
、
掲
載
済
み
の
情
報

を
人
質
の
よ
う
に
扱
っ
て
、
有
料
契

約
を
迫
っ
て
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

以
前
、
そ
の
よ
う
な
相
談
が
あ
っ

た
時
に
こ
ち
ら
か
ら
掲
載
サ
イ
ト
の

業
者
と
電
話
を
し
た
時
に
は
次
の
よ

う
な
主
張
で
し
た
。「
公
開
さ
れ
て
い

る
医
院
の
基
本
情
報
を
当
サ
イ
ト
に

掲
載
す
る
こ
と
は
、
法
的
に
問
題
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
情
報
の
更
新
や
削

除
な
ど
に
要
す
る
人
件
費
は
有
料
と

な
り
ま
す
」。
と
ん
で
も
な
い
主
張
だ

と
思
い
ま
し
た
が
、「
法
的
に
」
と
い

う
言
葉
で
泣
き
寝
入
り
し
て
し
ま
う

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
。
以

前
、
飲
食
情
報
サ
イ
ト
「
食
べ
ロ

グ
」
へ
勝
手
に
掲
載
さ
れ
て
し
ま

い
、
店
側
が
訴
え
た
結
果
、
敗
訴
し

た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
お
そ
ら

く
、
こ
の
よ
う
な
事
例
を
盾
に
し
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

情
報
の
削
除
、
改
訂
に
つ
い
て
は

対
応
し
て
も
ら
え
る
こ
と
が
多
い
は

ず
で
す
。
し
か
し
、
登
録
し
て
自
力

で
改
変
す
る
、
も
し
く
は
費
用
を
要

求
さ
れ
る
な
ど
「
確
信
犯
的
に
」
情

報
を
掲
載
し
て
い
る
業
者
も
い
る
の

で
、
そ
の
場
合
は
、
即
座
に
弁
護
士

を
通
じ
て
や
り
取
り
を
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
で
す
。

A　水漏れなどのトラブルに対しては、施
設賠償責任保険、火災保険などに加入し、
備えることが一般的です。歯科医院の業務
は、水を扱うことが多く、水漏れ事故を起
こしてしまう可能性があります。事故の原
因は、配管の老朽化や業者のミスなどがあ
りますが、特定できない場合や自院の責に
よる場合は、損害の対応を歯科医院で行わ
なければなりません。さらに、漏水によっ
て第三者に損害を与えてしまったときに
は、その損害も賠償しなければならず、補
償や修繕にかかわる金額が大きくなること
もあります。
　また、自院の上階の漏水の被害にあった
という相談も数多くあります。原因は、水
の後始末が不十分であること、配管が老朽
化していたことが多く、状況によってはユ
ニットやエックス線などの機器が故障する

Q　ビルの３階で開業したが、水漏れ事故の
備えとしてどのようなことが考えられるか？

【 事 例 1 】
〇　加入している保険
　　歯科医師賠償責任保険（医療施設賠償特約付き）
〇　水漏れ状況
　　階下より天井のシーリングライトから大量の水が漏れてくると指摘があった。
　　階下の天井、壁紙、衣類、家具類など被害。調査の結果ユニットの給水管から漏れていたことが判明。
〇　補償金額や内容など
　　医療施設の不備が原因で他人の財物を汚損させてしまった。階下の住人の衣類・家電製品は修理クリーニングがで
　　きないので同性能製品の買い替え費用約３０万円（一部時価額限度）と建物天井、壁紙の復旧費用約４５万円が医療
　　施設賠償特約で対応ができた。

【 事 例 2 】
〇　加入している保険
　　事業活動総合保険（什器備品の火災保険５，０００万円に加入）
〇　水漏れ状況
　　クリニックの上の階から漏水被害。不在時に大量の水が漏れたため室内の天井や壁紙、クッションフロアとユニット、
　　エックス線機器等が水濡れでふやけたり修理不能となった。原因は上の階の共用部の給水管であることがわかった。
〇　補償金額や内容
　　内部造作の復旧費約７００万円、ユニット、エックス線機器、オートクレーブ等什器備品一式の修理と修理不能品の買い
　　替え費用約６００万円。建物オーナー責任の可能性が高いが、オーナーが賠償責任保険に未加入で交渉が難航。
　　今後も診療を続けていくのにオーナーとの関係を悪化させたくないので、自身の火災保険を使って全額保険対応
　　ができた。その後は保険会社がオーナー側から回収すべく交渉をしている。　　　　　　　　　　

登録した覚えがない
医院情報サイトから請求が…どうする？

永田康祐（クレセル株式会社）

相談室
I TI T

診療報酬改定　関連書籍

2022年4月

歯科疾患

管理計画書

協会では、「歯科疾患管
理料（初回）」「歯科疾患管
理料（継続）」「歯科衛生実
地指導料」「クラウン・ブ
リッジ維持管理料」「新製
有床義歯管理料」など患者
に提供する文書を販売して
います。診療中でも記載し
やすい複写式となっていま
す。ぜひ、ご利用ください。

◆書籍代：500円/ １冊（Ｂ５版２枚複写。１冊　
　　50組｡ 記載例付き。）
　※料金は、書籍代の他、送料・代引手数料が　

　　　かかります。お受け取りの際、宅配業者に
　　お支払いください。送料・代引手数料は重
　　さ、大きさ、料金によって異なります。
◆ご注文はＦＡＸ（03-3209-9918）で受け付けて
　います。
◆ご郵送先は、会員のご登録通信先になります。
◆発送は、ご注文後、３～４日かかる場合がご　

　　ざいます。

体裁　Ｂ５版
価格　各５００円
（税込、送料・代引き手数料別）

▲ご注文用紙



（ 5） 第６２８号 ２０２２年（令和４年）７月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

研究会・行事の研究会・行事のご案内

新規開業医講習会新規開業医講習会

２０２２年４月まで延期されていた新規個別指導が再開されています。新規
個別指導は、２０２０年開業以降の先生が選定されている状況です。
　新規開業医講習会は新規開業したばかりの先生方が日常の保険診療の手順
を見直すとともに、来るべき新規個別指導を円滑に進め、クリアするために
も、指導通知が届く前に必ず受講していただきたい講習会です。講習の具体
的な内容は指導時に必携の持参物、算定要件や歯周病治療の流れと補綴の関
係などカルテ記載で指摘されやすい事項を取り上げてわかりやすく解説します。
　今年度改定された内容から、質問の多かったものについても解説を行う予
定です。なお、オンラインの開催は予定していません。感染対策には細心の
注意を払っていますが、必ずマスクの着用とご自身の体調を考慮しての参加を
お願いします。

日　時　７月 10 日（日）正午～午後５時（予定）
講　師　協会講師団
会　場　ワイム貸会議室高田馬場３階 
　　　　（東京都新宿区高田馬場１－ 29－９ TDビル）
交　通　JR、西武新宿線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩２分
　　　　東京メトロ東西線 ｢高田馬場駅」（５番出口）より徒歩４分
定　員　50 名
参加費　１３,０００円
予　約　QRコードからお申し込みください。

予約フォーム

第 1回スタッフ講習会第 1回スタッフ講習会

～ＴＢＩ＆ＰＭＴＣ ・ デブライドメント～～ＴＢＩ＆ＰＭＴＣ ・ デブライドメント～
　日頃行っているＴＢＩを再考しながら、患者さんのライフステージに沿った
口腔衛生指導のヒントをお伝えします。さらにプロフェッショナルケアでは、
SPT・メインテナンスにおいてＰＭＴＣ（歯肉縁上プラークコントロール）
とデブライドメント（歯肉縁下プラークコントロール）を実際どのように行っ
ているか、その方法とポイントについて症例を通して具体的にお話します。
講習内容
◇ライフステージに沿った口腔衛生指導
　①TBIのポイントと声かけのヒント、②口腔衛生指導の実際（小児から高齢者まで）
◇プロフェッショナルケアの極意
　①ＰＭＴＣとデブライドメント、②歯周治療とＳＰＴ、③メインテナンスを通　
　　して見えてくること

日　時　８月７日（日）午前 10 時～午後１時 30 分
講　師　波多野 映子 氏（古畑歯科医院勤務  歯科衛生士） 
会　場　ワイム貸会議室高田馬場３階 
対象者　歯科衛生士
定　員　50 名
参加費　５,０００円
予　約　QRコードからお申し込みください。

予約フォーム

　感染拡大による緊急事態宣言などの影響を受け、新規個別指導および個別
指導は延期が繰り返されてきました。また、集団的個別指導が講習会形式か
ら資料配布に変更されたほか、高点数による個別指導が実施されないなど、
従来とは異なる運用がされています。さらには、生活保護指定医療機関に対
する個別指導が指導計画に明記され、今年度から本格的な運用が始まります。
　そこで、指導の現状と留意点について解説を行う予定です。ぜひご参加くだ
さい。

日　時　９月７日（水）午後７時～９時（予定）
講　師　協会講師団
会　場　Zoomウェビナーを用いたライブ配信、または
　　　　東京歯科保険医協会会議室
定　員　協会会議室：10 名（先着順）＋Zoomウェビナー
参加費　無料（協会会議室会参加の場合、会員証 1枚につき
　　　　１人無料、２人目以降１名につき１,０００円）
　　　　※未入会の場合はご入会が必要です。
予　約　QRコードからお申し込みください。
　　　　また、協会ホームページからもご予約いただけます。

予約フォーム

社保研究会社保研究会

コロナ禍で様変わりした指導の現状と留意点コロナ禍で様変わりした指導の現状と留意点

　日々の忙しさに、どうしてもご自身のことを後回しにしていませんか？人生
には「５つのリスク」が存在します。万が一、リスクに遭遇した時、自営業者
である歯科医師の公的保障は一般のサラリーマンと比べて手薄です。そこで
歯科医師向けの各種具体策をお伝えします。
　また、所得を活かした効果的な貯蓄方法も解説。iDeCoやNISAなど投
資に興味のある方もぜひ！ご家族と一緒にご参加ください。

日　時　９月１日（木）午後７時～８時 30 分
講　師　浅津 誠 氏（富国生命保険相互会社 人材開発本部
　　　　　　　　　  教育推進グループ 専任課長）
会　場　Zoomウェビナーを用いたライブ配信、または
　　　　東京歯科保険医協会会議室
定　員　協会会議室：20 名＋Zoomウェビナー
参加費　無料
予　約　QRコードからお申し込みください。
　　　　また、協会ホームページからもご予約いただけます。

予約フォーム

共済研究会共済研究会

公的保障と控除を活用した節税術！公的保障と控除を活用した節税術！

３年ぶりとなる２０２２年度の地区懇談会は「いまさら聞けない？CAD／
CAMインレーや総医など改定後の疑問点を解決しよう！」と題して開催しま
す。協会に寄せられた新点数説明会の問い合わせをもとに、さらにポイントを
絞り必要なことをお伝えします。事前アンケートにて、参加者のご質問やお悩
みごとを伺い、答えや解決策をお話しできればと思います。参加時にも、直
接ご質問や改定内容へのご意見をお寄せください。
　「改定後のSPTの流れを知りたい！」「新点数説明会には参加できなかっ
た。今回は直接会場で聞きたい！」という先生、ぜひ地区懇談会へのご参加、
お待ちしております。

①城東地区懇談会
日　時　７月 16 日（土） 午後６時 30 分～８時 30 分（予定）
会　場　北千住シアター 1010　視聴覚室
　　　　（東京都足立区千住３－92　千住ミルディスⅠ番館 11F）
交　通　JR常磐線・東京メトロ千代田線ほか「北千住駅」４番出口直結
②城南地区懇談会
日　時　７月 23 日（土） 午後６時 30 分～８時 30 分（予定）
会　場　大井貸会議室（品川区東大井５－７－10 クレストワンビル２階）
交　通　ＪＲ京浜東北・根岸線「大井町駅」東口より徒歩４分
③多摩地区懇談会
日　時　７月 30 日（土） 午後６時 30 分～８時 30 分（予定）
会　場　女性総合センター　第３学習室（立川市曙町２-36-２）
交　通　JR 中央・南武・青梅・五日市線「立川駅」北口より徒歩7分
定　員　各回 20 名程度
参加費　無料（当日は会員証を受付にご提示ください）
予　約　参加は、会員ご本人のみ可能となります。QRコードからお申
　　　　し込みください。お問い合わせは、協会組織部まで（☎03-3205-2999）。

予約フォーム

会員地区懇談会会員地区懇談会

～いまさら聞けない？ＣＡＤ／ＣＡＭインレーや～いまさら聞けない？ＣＡＤ／ＣＡＭインレーや

総医など改定後の疑問点を解決しよう！～総医など改定後の疑問点を解決しよう！～

＜歯初診の研修＞＜歯初診の研修＞

第 3回院内感染防止対策講習会第 3回院内感染防止対策講習会

（新規届出の方等対象）（新規届出の方等対象） ※ビデオ上映※ビデオ上映

　新規で届出を行う方等を対象に、歯初診の届出に対応した院内感染防止対
策講習会を開催します。当講習会は、事前に録画した講演を協会会議室でビ
デオ上映する形式となります。参加にあたっては、事前申し込みが必要です。
開始時刻に遅れた場合は、修了証は発行できませんのでご注意ください。

日　時　７月 20 日（水）午後７時～８時 30 分（予定）
　　　　※午後６時 30 分受付開始
講　師　濱﨑 啓吾 氏
　　　　（東京歯科保険医協会理事、院内感染防止対策委員会委員長）
会　場　東京歯科保険医協会会議室
　　　　（東京都新宿区高田馬場１－29－８ いちご高田馬場ビル６階）
交　通　JR山手線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩３分
対象者　歯初診を新規に届出する会員ほか
　　　　（※更新での受講を希望する方は経営管理部までご相談ください）
定　員　20 名
参加費　１,０００円（修了証代込み）
　　　　当日、受付でのお支払いになります。
予　約　QRコードからお申し込みください。
※講習会を途中入場、途中退席をされた場合は、講習会の修了　
　証は発行できません。
※更新を目的の方の講習会案内は８面をご覧ください。 予約フォーム

ドクター ・ スタッフ講習会ドクター ・ スタッフ講習会

～シャープニング ・ ＳＲＰ実習～～シャープニング ・ ＳＲＰ実習～

　毎年好評をいただいております、シャープニング・SRP実習の講習会で
す。９月はキュレット型スケーラーの形態に基づいた望ましいスケーラーのシ
ャープニング法について講義、その後グループに分かれ、少人数制で分度器
やルーペなどを使用しながら実際の研ぎ方を学びます。10 月は「SRP（手用
スケーラー）編」を行います。シャープニングやSRPのノウハウを基本から
学びたい方は、ぜひご参加ください。
※各回参加人数に制限があります。お申し込みのタイミングによっては、ご参　
　加できない場合があります。予めご了承ください。

日　時　  ９月 14日（水）午後６時 30 分～９時 「シャープニング編」
　　　　10 月 27 日（木）午後６時 30 分～９時「SRP（手用スケーラー）編」
講　師　新田 浩 氏（東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科
　　　　　　　　　  総合診療歯科学分野 教授）
会　場　東京歯科保険医協会会議室
定　員　シャープニング編：25 名
　　　　SRP（手用スケーラー）編：20 名
参加費　１０,０００円（各回）
予　約　QRコードからお申し込みください。
　　　　※ご予約は１診療所につき２名まで。
　　　　※歯科医師の方のみのご予約はできません。

シャープニング編 SRP
（手用スケーラー）編

※一部行事は８面に掲載しています
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細
菌
性
肺
炎
等
で
死
に
至
る
こ
と
が
多

々
あ
る
風
邪
症
候
群
や
季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
な
ど
は
、
仮
に
罹
患
し
て

も
、
偏
見
・
差
別
を
受
け
る
こ
と
は
ほ

ぼ
無
く
、
そ
れ
は
「
恐
怖
の
病
原
体
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
作
ら
れ
て
い
な
い

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
疾
病
イ

メ
ー
ジ
を
変
え
て
、
感
染
の
リ
ス
ク
は

す
べ
て
の
人
に
あ
り
、
感
染
自
体
を
恐

れ
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
政
策
を
進

め
、
偏
見
・
差
別
、
風
評
被
害
を
無
く

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

最
後
に

幸
い
、
４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

高
齢
者
お
よ
び
基
礎
疾
患
を
有
す
る
者

を
対
象
に
し
た
り
、
屋
外
で
の
非
会
話

時
の
マ
ス
ク
着
用
は
不
要
と
し
た
り
な

ど
、
私
が
提
言
し
て
き
た
戦
略
・
戦
術

が
徐
々
に
政
府
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
つ

つ
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
問
題

の
収
束
に
期
待
す
る
と
と
も
に
、
今
回

の
教
訓
を
踏
ま
え
た
次
の
新
た
な
危
機

的
な
感
染
症
の
発
生
に
向
け
た
医
療
・

公
衆
衛
生
体
制
の
更
な
る
充
実
も
期
待

し
て
、
本
連
載
を
終
え
た
い
。

S p e c i a l  S e r i a l N o . ５

ま
ず
、
本
会
定
期
総
会
に
ご
出
席
い
た

ま
ず
、
本
会
定
期
総
会
に
ご
出
席
い
た

だ
い
た
先
生
方
、
ま
た
委
任
状
を
提
出
し

だ
い
た
先
生
方
、
ま
た
委
任
状
を
提
出
し

て
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
御
礼
申
し
上
げ

て
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
定
期
総
会
で
は
、
審
議
を
お
願
い

ま
す
。
定
期
総
会
で
は
、
審
議
を
お
願
い

し
た
議
案
に
、
複
数
の
ご
質
問
を
い
た
だ

し
た
議
案
に
、
複
数
の
ご
質
問
を
い
た
だ

き
、
そ
れ
ぞ
れ
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

き
、
そ
れ
ぞ
れ
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

上
で
、
全

上
で
、
全
７７
議
案
す
べ
て
を
承
認
し
て
い

議
案
す
べ
て
を
承
認
し
て
い

た
だ
き
、
感
謝
い
た
し
ま
す
（
本
紙

た
だ
き
、
感
謝
い
た
し
ま
す
（
本
紙
１１
面面

参
照
）。

参
照
）。

定
期
総
会
の
位
置
付
け
は
、
本
会
規
約

定
期
総
会
の
位
置
付
け
は
、
本
会
規
約

第第
５５
章
、
第

章
、
第
1414
条
に
「
総
会
は
本
会
の
最

条
に
「
総
会
は
本
会
の
最

高
議
決
機
関
で
あ
り
、
会
長
が
招
集
す

高
議
決
機
関
で
あ
り
、
会
長
が
招
集
す

る
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

る
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

総
会
は
本
会
の
中
で
最
も
高
い
位
置
付
け

総
会
は
本
会
の
中
で
最
も
高
い
位
置
付
け

と
な
り
ま
す
。
今
回
、
定
期
総
会
が
「
第

と
な
り
ま
す
。
今
回
、
定
期
総
会
が
「
第

5050
回
」
と
い
う
節
目
の
数
字
と
な
り
ま
し

回
」
と
い
う
節
目
の
数
字
と
な
り
ま
し

た
。
本
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た

た
。
本
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
１
９
７
３

１
９
７
３
年年

の
会
員
数
は

の
会
員
数
は
１
８
０

１
８
０
名
と
過
去
の
資
料
に

名
と
過
去
の
資
料
に

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
会
員
数

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
会
員
数

が
着
々
と
増
加
し
、
本
年

が
着
々
と
増
加
し
、
本
年
６６
月月
１１
日
現
日
現

在
、
在
、
５
９
３
８

５
９
３
８
名
と
本
会
ス
タ
ー
ト
か
ら

名
と
本
会
ス
タ
ー
ト
か
ら

半
世
紀
で
約

半
世
紀
で
約
3333
倍
の
会
員
数
に
な
っ
て
い

倍
の
会
員
数
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
会
員
の

ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
会
員
の

先
生
方
、
会
務
を
担
当
さ
れ
た
先
輩
方
、

先
生
方
、
会
務
を
担
当
さ
れ
た
先
輩
方
、

そ
し
て
歴
代
の
事
務
局
の
方
々
の
ご
努
力

そ
し
て
歴
代
の
事
務
局
の
方
々
の
ご
努
力

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
来
年
は
、
本
会
が

な
お
来
年
は
、
本
会
が
5050
歳
、
す
な
わ

歳
、
す
な
わ

ちち
5050
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
本
会

周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
本
会
5050
周
年
周
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
会
員
の
先
生
方
と

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
会
員
の
先
生
方
と

共
に
祝
う
感
謝
の
会
を
現
在
企
画
中
で

共
に
祝
う
感
謝
の
会
を
現
在
企
画
中
で

す
。
そ
の
際
は
、
多
く
の
会
員
の
先
生
方

す
。
そ
の
際
は
、
多
く
の
会
員
の
先
生
方

に
参
加
い
た
だ
き
た
い
の
で
、
よ
ろ
し
く

に
参
加
い
た
だ
き
た
い
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

６
月
19
日
、
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
（
東

京
・
中
野
）
で
第
50
回
定
期
総
会
を

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 教えて！ 教えて！

 会長!! Vol. 会長!! Vol.6060

    

第第
5050
回回 

定
期
総
会
を
終
え
て

定
期
総
会
を
終
え
て

▶
閑
散
と
し
た
関
西
国
際
空
港

２
０
２
２
年
度
の
活
動
計
画
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
総
会
に
向
け
て
郵
送
さ
せ
て

詳
細
は
、
総
会
に
向
け
て
郵
送
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
「
第

い
た
だ
い
た
「
第
5050
回
定
期
総
会
議
案

回
定
期
総
会
議
案

書
」
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
の
で
す

書
」
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
の
で
す

・
都
立
・
公
社
病
院
独
法
化
に
対
し
て
反

対
す
る
活
動
を
行
う
。

７　
「
健
康
ま
つ
り
」
の
開
催

・
コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
し
て
い
た
東
京
保
険

医
協
会
と
本
会
と
が
主
催
す
る
「
保
険

医
協
会
健
康
ま
つ
り
２
０
２
２
」
を
10

月
23
日（
日
）、
12
〜
16
時
、
東
京
都
新

宿
区
西
新
宿
の
新
宿
駅
西
口
広
場
イ
ベ

ン
ト
コ
ー
ナ
ー
で
開
催
す
る
予
定
で
準

備
を
進
め
て
い
る
。
開
催
目
的
は
、
①

医
療
団
体
と
し
て
健
康
増
進
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
、
②
医
師
・
歯
科
医
師
の
連
携

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
、
③
医
科
歯
科
両
保

険
医
協
会
を
広
く
認
知
し
て
も
ら
う
よ

う
ア
ピ
ー
ル
す
る
、
④
国
民
皆
保
険
制

度
の
重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
―
な
ど

で
あ
る
。

以
上
、
以
上
、
２
０
２
２

２
０
２
２
年
度
も
引
き
続
き
会
員

年
度
も
引
き
続
き
会
員

の
先
生
方
の
ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ

の
先
生
方
の
ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長　
坪
田
有
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長　
坪
田
有
史

が
、
こ
こ
で
は
先
生
方
と
共
有
し
て
お
き

が
、
こ
こ
で
は
先
生
方
と
共
有
し
て
お
き

た
い
具
体
的
な
活
動
計
画
を
い
く
つ
か
述

た
い
具
体
的
な
活
動
計
画
を
い
く
つ
か
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

・
助
成
金
、
支
援
金
の
申
請
の
補
助
、
労

務
上
の
相
談
へ
対
応
す
る
。

・
歯
初
診
の
研
修
で
あ
る
院
内
感
染
防
止

対
策
講
習
会
を
複
数
回
、
開
催
す
る
。

２　

歯
科
医
療
改
善
の
取
り
組
み

・
今
次
診
療
報
酬
改
定
の
内
容
を
分
析

し
、
問
題
点
や
不
合
理
な
点
の
是
正
、

改
善
を
厚
労
省
に
求
め
る
。

・
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
導
入
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
利
用
に
つ
い
て

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
検
討
し
、
会

員
へ
の
周
知
に
努
め
る
。

３　

審
査
、
指
導
の
対
策

・
コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
中
断
さ
れ
て
い
た
各

個
別
指
導
が
再
開
さ
れ
て
お
り
、
会
員

か
ら
の
相
談
に
適
宜
対
応
す
る
。

・
レ
セ
プ
ト
審
査
が
公
正
・
公
平
に
行
わ

れ
る
よ
う
情
報
収
集
し
、
問
題
が
あ
れ

ば
改
善
を
求
め
る
。

４　

講
習
会
・
説
明
会
な
ど
の
開
催

・
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
始
ま
っ
た
オ
ン
ラ
イ

ン
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
な
ど
を
活
用

し
、
充
実
し
た
講
習
会
な
ど
を
開
催
す

る
。

・
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
て
い
た
地
区
懇
談

会
を
7
月
に
3
地
区
で
開
催
し
、
会
員

と
の
懇
談
を
行
う
。

５　

共
済
制
度
の
普
及
・
充
実

・
安
心
し
て
診
療
に
従
事
で
き
る
よ
う
、

共
済
制
度
の
充
実
、
免
責
事
項
の
改
善

な
ど
に
努
め
る
。

６　

医
療
改
善
を
求
め
る

・
患
者
・
国
民
の
た
め
、
さ
ら
に
「
保
険

で
よ
い
歯
科
医
療
」
が
進
む
よ
う
活
動

を
行
う
。

・
一
部
の
75
歳
以
上
の
患
者
へ
の
医
療
費

窓
口
負
担
２
割
化
阻
止
に
向
け
た
活
動

を
行
う
。

■ 過去の本連載は、当会ホー

ムページ「東京歯科保険医新聞

WEB版」よりご覧になれます。

　HP　www.tokyo-sk.com/

　　category/newspaperlist/

　

定
期
総
会
の
全
７
議
案
承
認

後
、
中
川
勝
洋
理
事
の
勇
退
に
伴
う

表
彰
と
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。
中
川
理

事
は
１
９
８
０
年
６
月
に
入
会
、
協

会
会
員
歴
は
42
年
。
理
事
・
副
会
長

を
経
て
03
〜
11
年
ま
で
４
期
８
年

間
、
会
長
を
務
め
た
。
そ
の
後
は
理

事
と
し
て
会
務
に
携
わ
ら
れ
た

が
、
本
年
６
月
９
日
の
第
５
回
（
暫

定
）
理
事
会
で
引
退
の
意
を
表
明
、

承
認
さ
れ
て
い
た
。
今
後
は
顧
問
と

し
て
協
会
を
支
え
て
い
た
だ
く
。

◆
中
川
顧
問
が
会
長
時
代
の
協
会
活

動
を
巡
る
連
載
を
本
号
か
ら
開
始
し

ま
す
。
ぜ
ひ
7
面
の
「
協
会
史
を
振

り
返
り
現
在
・
未
来
を
見
つ
め
る
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

中
川
理
事
が
今
期
で
勇
退
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長期維持管理政策の歴史

なかがわ・かつひろ　1967 年東京歯科大学歯学部卒業、1977 年桜田歯科診療所開設、1983
年東京歯科保険医協会理事、昭和大学医学部医学博士授与、1992 年同会副会長、2003 年同
会会長、11 年会長を辞任し理事に、22 年 6 月理事を勇退し顧問に就任。

中川勝洋
東京歯科保険医協会 第３代会長、 協会顧問

協会史を振り返り現在・未来を見つめる ｖｏｌ . １

２
０
０
３
年
６
月
14
日
、
第
31
回
定
期
総
会
で
会
長
就
任
後　
　

の
挨
拶
に
立
つ
筆
者

は
じ
め
に

2
０
０
３
年
６
月
の
第
31
回
定
期
総
会
に
お

い
て
、
大
多
和
彦
二
会
長
の
辞
任
に
伴
い
、
私

が
会
長
に
指
名
さ
れ
た
時
か
ら
26
年
が
経
ち
ま

し
た
。
そ
の
私
が
２
０
１
１
年
に
会
長
を
退
い

て
以
降
も
協
会
理
事
、
保
団
連
理
事
と
会
務
を

務
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
２
０
２
２
年
６
月

19
日
の
第
50
回
定
期
総
会
を
も
っ
て
会
務
か
ら

退
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
協
会
の
活
動
に

参
加
し
て
か
ら
42
年
に
わ
た
り
、
こ
れ
ま
で
会

員
の
皆
様
よ
り
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
は
協
会
顧
問
と
し

て
、
協
会
の
諸
活
動
を
見
守
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

協会は、２００６年4月29日から10日間にわたり、イギ
リスとドイツに歯科医療視察団を派遣し、両国の歯科
医療制度とその改革の全貌を調査した。写真は２００
６年５月３日、連邦保健省（ドイツ）と懇談を行
い保険制度について意見交換を行う様子

―
今
後
の
論
議
を
注
視 

国
民
皆
歯
科
健
診

６
月
７
日
に
「
骨
太
の
方
針
２
０
２
２
」
が
発
表
さ
れ
、「
歯
科

専
門
職
に
よ
る
口
腔
健
康
管
理
の
充
実
」「
医
療
機
関
連
携
の
推

進
」「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
対
策
」
等
が
示
さ
れ
、
そ
の
中
に
「
国

民
皆
歯
科
健
診
の
具
体
的
な
検
討
」
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
行
う
こ
と
で
、
医
療
費
全
体
の
削
減
に

寄
与
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。
率
直
な
と
こ
ろ
、「
遂
に
、
長
期
維

持
管
理
政
策
が
こ
こ
ま
で
来
た
か
」、
と
の
思
い
が
し
ま
す
。

ま
だ
詳
細
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
歯
科
健
診
が
義
務
化
さ
れ
る

と
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
歯
科
健
診
を
受
け
な
い
国
民
へ
の
ペ
ナ
ル
テ

ィ
ー
が
導
入
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
後
の
論
議
を
見
守
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

―
改
定
変
遷
の
振
り
返
り
　「
か
初
診
」
か
ら
「
か
強
診
」
へ

１
９
９
０
年
か
ら
２
０
２
０
年
ま
で
、「
歯
界
展
望
」（
医
歯
薬
出

版
株
式
会
社
刊
）
誌
上
に
診
療
報
酬
改
定
ご
と
に
書
か
せ
て
い
た
だ

い
た
「
診
療
報
酬
改
定
の
特
徴
と
評
価
」
を
読
み
返
し
て
厚
生
労
働

省
の
歯
科
医
療
、歯
科
保
健
政
策
の
変
遷
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

１
９
９
６
年
（
平
成
８
年
）
３
月
末
、
そ
れ
ま
で
の
Ｐ
Ⅰ
型
・
Ｐ

Ⅱ
型
な
ど
の
歯
周
病
治
療
か
ら
現
在
の
歯
周
病
治
療
の
体
系
で
あ
る

「
歯
周
病
の
診
断
と
治
療
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
再
編
さ
れ
ま
し

た
。
基
本
検
査
と
精
密
検
査
に
基
づ
く
治
療
の
流
れ
が
示
さ
れ
、
初

診
月
に
は
算
定
で
き
な
か
っ
た
指
導
料
も
65
点
で
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
同
時
に
歯
冠
修
復
物
に
対
す
る
補
綴
物
維
持
管
理
料
、
い
わ
ゆ

る
「
補
管
」
が
２
年
間
の
縛
り
付
き
で
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
歯
科
医
師
会
は
改
定
財
源
を
確
保
す
る
た
め
だ
と
し
、「
責

任
と
保
証
」
と
い
う
言
葉
遣
い
で
の
説
明
は
回
避
。
し
か
し
、
２
年

以
内
の
破
損
等
で
の
再
製
作
に
係
わ
る
費
用
が
算
定
で
き
な
い
こ
と

は
、
診
療
側
が
責
任
を
取
り
、
維
持
管
理
料
と
い
う
名
前
の
保
証
料

で
再
製
作
を
引
き
受
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
歯
冠
修
復
物
の
再
製

作
で
の
請
求
が
多
い
こ
と
へ
の
対
応
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ク
ラ
ウ
ン

１
５
０
点
、
ブ
リ
ッ
ジ
５
歯
以
上
５
０
０
点
、
６
歯
以
上
６
７
０
点

の
た
め
か
、
保
団
連
の
一
部
は
反
発
し
た
も
の
の
大
き
な
運
動
に
は

な
ら
ず
、
結
果
は
歯
冠
修
復
物
の
請
求
が
減
少
し
、
保
証
料
を
下
回

り
ま
し
た
。

―
英
独
海
外
視
察
の
原
点

こ
の
制
度
も
ド
イ
ツ
で
充
填
、
補
綴
物
の
保
証
と
い
う
ペ
ナ
ル
テ

ィ
ー
と
と
も
に
導
入
さ
れ
て
お
り
、
後
日
、
協
会
に
よ
る
２
０
０
6

年
の
イ
ギ
リ
ス
・
ド
イ
ツ
へ
の
歯
科
医
療
視
察
団
派
遣
の
原
点
と
な

り
ま
し
た
。

かかりつけ歯科医初診料（か初診）とは―。

　2000年４月の診療報酬改定で「歯科初診料」（180点）とは別に医
科の初診料と同点数となる「か初診」（270点）が導入された。患者
の同意を得て、治療計画を作成、その内容を口腔内写真等で患者に
説明した上で、文書で情報提供した場合に算定できるものとされた。
　しかし、患者が他の医療機関の受診を希望しても、「か初診」算定
医療機関で治癒し、２カ月以上経ないと、患者が希望した医療機関
では、「か初診」の算定ができないなど、多くの問題と歯科医師・患
者の反対等もあり、2006年度診療報酬改定時に廃止された。

PⅠ型・PⅡ型とは―。

　1985年3月の診療報酬改定で対症療法から原因除去両方へという新
しい歯周疾患治療体系（PⅠ型・PⅡ型）が導入された。
　計画書ありのⅠ型と計画書なしのⅡ型の二本建てにより一物二価
との批判が強く、当初は限定された点数と運用上の厳しい規制によ
って診療現場は混乱した。その後、段階的に緩和措置がとられ、Ⅰ
型に取り組む歯科医療機関も増加したが、1996年に廃止となった。

（
一
社
）
日
本
接
着
歯
学
会　

理　

　

事
長
に
坪
田
氏　
　

 

一
般
社
団

法
人 

日
本

接
着
歯
学

会
の
奈
良

陽
一
郎
理

事
長
が
任

期
満
了
に

よ
り
、
６
月
18
日
開
催
の
同
学
会

理
事
会
で
後
任
に
本
会
会
長
を
務

め
る
坪
田
有
史
氏
が
19
代
目
の
理

事
長
に
決
定
し
た
。
同
学
会
は
日

本
歯
科
医
学
会
専
門
分
科
会
の
一

つ
で
、「
接
着
歯
学
に
関
す
る
学
問

と
技
術
を
研
究
し
、
接
着
歯
学
の

進
歩
発
展
を
図
り
、
歯
及
び
歯
列
の

保
存
と
口
腔
機
能
の
長
期
維
持
を
指

向
し
た
歯
科
治
療
を
実
現
す
る
こ
と

に
よ
り
、
国
民
の
健
康
及
び
福
祉
の

向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
」
を
目
的
と

す
る
。

坪
田
有
史
氏
（
つ
ぼ
た
・
ゆ
う
じ
）

89
年
鶴
見
大
卒
、
94
年
鶴
見
大
院
修

了
、
同
年
鶴
見
大
助
手
、
00
年
日
本

接
着
歯
学
会
評
議
員
、
12
年
坪
田
デ

ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
、
同
年
日

本
接
着
歯
学
会
理
事
、
17
年
東
京
歯

科
保
険
医
協
会
会
長
、
20
年
日
本
接

着
歯
学
会
副
理
事
長
。
東
京
都
出

身
、
59
歳
。

保険診療について理解を深め、

歯冠修復の価値・評価を高めるために何ができるかを問う！

日本歯科評論　別冊
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保険診療と歯冠修復

国民の口腔機能を守り、健康寿命の延伸に寄与する歯科診療において、歯冠修
復は、特に健全な咬合ならびに咀嚼・嚥下のためのベースとなるため重要で
す。その視点を背景にした本書は、巻頭に「Ⅰ．国民皆保険制度下における歯
冠修復を語る 保険診療の充実は国民のために！」をテーマに、本会の坪田有史
会長らによる座談会の模様を掲載しています。ほか、保険診療による歯冠修復
について、現時点での問題点、そして金パラの代替材料など、歯科保険医が知
っておくべき内容が豊富に紹介されています。現在の保険診療における歯冠修
復の様々な問題から、歯科の将来を考える上でぜひ参考にしていただきたい本
といえます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（書評／早坂美都）
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第１回これから始める

歯科訪問診療講習会

　これから訪問診療を始めようと思っている先生や、改めて保険請
求の方法を確認したい先生向けとして、保険請求（介護保険も含む）
の基本事項にフォーカスした講習会を開催します。
　超高齢社会が加速する中、在宅医療の必要性は年々増加していま
す。また、国も地域包括ケアシステムの構築をさらに進めようとして
おり、地域において歯科訪問診療の体制の整備がますます必要にな
ってきます。このような動きがある中で、ある調査によると、「訪問
診療に関して一番困っていること、知りたいこと」の大半は、「訪問
診療に伴う保険請求」でした。本講習会に参加して、訪問診療を始
めましょう。
なお、10 月には本講習会の「臨床編」の開催を予定しています（少
人数制）。

日　時　９月 26 日（月）午後７時～９時（予定）
講　師　池川 裕子 氏（地域医療部部員／出張歯科四ツ木）
会　場　Zoomウェビナーを用いたライブ配信、または
　　　　東京歯科保険医協会会議室
　　　　（東京都新宿区高田馬場１－29－８ いちご高田馬場ビル６階）
交　通　JR山手線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩３分
定　員　協会会議室：20名（先着順）＋Zoomウェビナー
参加費　無料
予　約　QRコードからお申し込みください。
　　　　また、協会ホームページからもご予約いただけます。

予約フォーム

第１回学術研究会

「口腔感染症と全身疾患との関連と

その予防について （仮）」

　口腔と全身疾患との関わり、口腔ケアの有効性、歯科の感染症と
関わりの深い口腔外バキュームの有効性などについてご講演いただ
く予定です。なお、抄録等の詳細は、８月号でお知らせします。

日　時　９月 29 日（木）午後７時～９時（予定）
講　師　泉福 英信 氏（日本大学松戸歯学部感染免疫学講座 教授）
会　場　Zoomウェビナーを用いたライブ配信、または
　　　　東京歯科保険医協会会議室
対象者　会員とそのスタッフ
定　員　協会会議室：20名（先着順）＋Zoomウェビナー
参加費　無料（会場参加の場合、同伴者１名につき 1,000 円）
予　約　QRコードからお申し込みください。
　　　　また、協会ホームページからもご予約いただけます。

予約フォーム

＜歯初診の研修＞

第４回院内感染防止対策講習会

（更新を目的とした方のための講習会）

更新を目的とした方を対象に、歯初診のための院内感染防止対策
講習会を開催します。当講習会は、インターネットを介した動画配
信形式による講習会です。申し込み開始日は、東京歯科保険新聞８
月１日号に掲載します。
　なお、協会では必要としている全ての会員が受講できるよう、引
き続き講習会を計画していきます。

日　時　９月 14 日（水）午後７時～８時 30 分（予定）
講　師　濱﨑 啓吾 氏
　　　　（東京歯科保険医協会理事、
　　　　  院内感染防止対策委員会委員長）
形　式　Zoomウェビナー（定員あり）
対象者　会員
参加費　１,０００円（クレジットカード決済となります）
※詳細は協会ホームページ（8月 1日公開予定）、および東京歯科    
保険医新聞８月１日号に掲載します。

電子書籍「デンタルブック」
「口腔細菌定量検査はどう算定するの？」「根面う蝕のF局の対象患者は？」…その
答えは、すべてデンタルブックにあります。東京歯科保険医協会の会員は無料でご利
用いただけます！ご登録がまだの方
は、QRコードより、新規登録をお願
いします。

事
業
復
活
支
援
金
の
申
請

が
、
２
０
２
２
年
６
月
17
日
で

期
限
を
迎
え
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
売
上
が
30
％
以
上
減
少
し

た
中
小
法
人
・
個
人
事
業
者
に

対
し
、
国
か
ら
個
人
で
最
大
50

万
円
、
法
人
で
最
大
２
５
０
万

円
支
給
さ
れ
る
制
度
で
あ
る
。

経
済
産
業
省
の
発
表
で
は
、

６
月
13
日
時
点
で
約
２
２
５
万

件
の
申
請
が
あ
り
、
約
１
９
６

万
件
の
事
業
者
に
約
２
・
８
兆

円
の
予
算
の
う
ち
、
約
１
兆
４

５
１
４
億
円
が
支
給
さ
れ
た
。

以
前
の
持
続
化
給
付
金
の
際

の
不
正
受
給
や
制
度
へ
の
理
解

不
足
が
あ
っ
た
こ
と
へ
の
反
省

か
ら
、
登
録
確
認
機
関
に
よ
る

事
前
確
認
制
度
を
導
入
。
申
請

者
は
、
事
業
を
し
て
い
る
こ

と
、
制
度
を
理
解
し
て
い
る
こ

と
の
確
認
を
登
録
確
認
機
関
か

ら
受
け
な
け
れ
ば
申
請
が
で
き

な
い
こ
と
と
さ
れ
た
。

当
研
究
所
で
は
、
去
年
実
施

さ
れ
た｢

一
時
支
援
金｣

｢
月

次
支
援
金｣

か
ら
引
き
続
き
、

登
録
確
認
機
関
と
し
て
事
前
確

認
に
携
わ
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら

の
支
援
金
は
、
売
上
減
少
割
合

が
50
％
以
上
で
あ
る
こ
と
が
支

給
の
要
件
で
あ
っ
た
が
、
今
回

の
事
業
復
活
支
援
金
は
そ
の
割

合
が
30
％
と
緩
和
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
前
回
の
制
度
か
ら
比
較

し
て
３
倍
以
上
の
件
数
の
事
前

確
認
を
実
施
し
た
。
特
に
期
限

間
近
に
は
、
顧
問
先
以
外
の
事

業
者
か
ら
の
要
望
が
急
増
し

た
。
ど
の
登
録
確
認
機
関
も
希

望
者
が
急
増
し
て
、
予
約
が
受

け
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因

だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
対
象

期
間
が
２
０
２
１
年
11
月
か
ら

２
０
２
２
年
３
月
ま
で
で
あ

り
、
当
初
の
申
請
期
限
が
２
０

２
２
年
５
月
末
と
、
３
月
を
対

象
月
と
す
る
場
合
に
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
が
厳
し
か
っ
た
こ
と
も
影

響
し
た
。
各
所
か
ら
の
要
望
に

よ
り
申
請
期
限
が
延
長
さ
れ
な

け
れ
ば
、
申
請
で
き
な
い
ま
ま

期
限
切
れ
を
迎
え
る
事
業
者
も

多
く
出
た
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、
当
研
究
所
が
事
前
確

認
を
し
た
事
業
者
は
、
法
人
・

個
人
を
問
わ
ず
製
造
業
・
小
売

業
・
サ
ー
ビ
ス
業
ま
で
多
岐
の

業
種
に
わ
た
り
、
一
時
支
援
金

等
の
際
に
は
少
な
か
っ
た
歯
科

の
先
生
か
ら
の
要
望
も
多
か
っ

た
。
申
請
後
は
「
予
想
以
上
に

早
く
支
給
さ
れ
て
助
か
っ

た
」
と
い
う
事
業
者
が
い
る
一

方
、「
長
期
間
入
金
さ
れ
な

い
」「
何
度
も
書
類
の
再
提
出

を
求
め
ら
れ
た
」
な
ど
の
相
談

が
寄
せ
ら
れ
た
。

新規会員登録ページ▶

この夏、診療所などで使える休診案内をご用意しました。診療所の夏季休診にあわせてご使用くださ
い。今回はポスターに加え、受付やカウンターで使える卓上型もご用意しました。QRコードからダウ
ンロードの上、ご利用ください。また、注文用ページよりお問い合わせいただければ、夏季休診案内
ポスター、もしくは卓上型タイプを発送いたしますので、お申し込みください。

ダウンロード用

注文用

▲Ａ４サイズ組み立て式卓上型 ▲Ａ４サイズポスター

NEW



月日 部位 療法・処置 点数

再診 明細

快恢快
廓格廓 Ｐ基検（検査結果 略）

歯周基本治療終了し､歯周ポケット値と出血改善。 ／

糖尿病で最近○○医院に通院しているとのこと。 ／

実地指１（文書提供 添付）

ブラッシング圧を再度確認するように指示。 ／

歯科用金属アレルギーがあるとのことで、レジン ／

前装チタン冠の製作を説明し、同意を得る。 ／

械 レジンコア部に破折はないが軟化象牙質あり。 ／

う蝕処置 軟化象牙質除去。ＣＲにて補修修復。

ＴｅＣ 仮セ

診療情報連携共有料（文書提供 添付） 注②③

○○医院の主治医に情報提供を依頼。 ／

再診 明細

患者が主治医からの返書を持参。 ： ／

歯管 文 総医 注④

コントロール良好。治療計画等は変更せず､定期 ／

に数値を照会。歯周病と糖尿病の関係性を説明。 ／

快恢快
廓格廓 機械的歯面清掃処置（ＤＨ 保険医花子） 注⑤

械 失ＰＺ 注⑥

連 （寒天＋アルジネート） 注⑥

ＢＴ（シリコーン） 注⑥

色調（カラー写真 枚 電子媒体保存） 注⑥

ＴｅＣ 仮セ ／

再診 明細

歯管 文 総医 注⑦

実地指１（文書提供 添付）（指示内容 略）

械 レジン前装チタン冠 注⑧

装着料 装着材料料（スーパーボンド）

補管（文書提供 添付） 注⑨

再診 明細

械 装着後の違和感なし。咬合確認し､異常所見なし。 ／

快恢快
廓格廓 機械的歯面清掃処置（ＤＨ 保険医花子） 注⑤

レレジジンン前前装装チチタタンン冠冠､､総総合合医医療療管管理理加加算算

年度診療報酬改定において、新たに保険収載されたレ
ジン前装チタン冠、ならびに施設基準が廃止され、全ての医
療機関で対象患者に対して算定できるようになった総合医療
管理加算（総医）について解説する。

患者： 歳・男性

主訴：右上の被せものが取れた。

所見：全顎的な出血は少なく動揺は無いが、 辺縁歯肉に炎

症あり。

傷病名：械 Ｃ３ クラウン脱離 Ｐ１

施設基準：歯初診、明細、補管 注①

《解説》

注① レジン前装チタン冠（前装ＴｉＣ）および総合医療管理加算（総医）を

算定する際に、施設基準の届出は不要である。

注② 歯科診療を行うに当たり全身的な管理が必要な患者に対し、当該患

者の同意を得て、歯科診療を行うものを除く別の保険医療機関で行った検

査の結果、投薬内容等の診療情報について、文書により提供を求めた場

合に、保険医療機関ごとに患者１人につき、診療情報連携共有料（情共）

120点が算定できる。

算定後は、診療情報の提供を求めた日の属する月から起算して３月に１

回に限り、再度算定できる。

注③ 情共の算定においては、次のa～eを記載した文書を患者又は診療

情報の提供を求めたい別の保険医療機関に交付する。また、交付した文

書の写しをカルテに添付する。

（情共の文書に記載する項目）

a. 患者の氏名、生年月日、連絡先

b. 診療情報の提供依頼目的（必要に応じて、傷病名、治療方針等を記

載すること。）

c. 診療情報の提供を求める医療機関名

d. 診療情報の提供を求める内容（検査結果、投薬内容等）

e. 診療情報の提供を依頼する保険医療機関名及び担当医名

注④ 歯科診療を行うものを除く別の保険医療機関から、歯科治療におけ

る総合的医療管理が必要な患者であるとして文書による診療情報の提供

を受けた患者に対し、必要な管理及び療養上の指導等を行った場合は、

歯管に対して総医50点を加算できる。総医は歯管の算定と同時に行う。

対象患者は、糖尿病の患者、骨吸収抑制薬投与中の患者、感染性心内

膜炎のハイリスク患者、関節リウマチの患者、血液凝固阻止剤投与中の

患者、HIV感染症の患者である。

注⑤ 主治医からの情報提供があった糖尿病患者においては、機械的歯

面清掃処置は、２月１回ではなく、月１回算定できる。

その場合、情報提供の内容及び担当医の保険医療機関名などについて

カルテに記載又は提供文書の写しを添付する。レセプトの摘要欄に、「糖

尿病（歯清）」と記載する。

なお、歯科診療特別対応加算または初診時歯科診療導入加算を算定し

た患者並びに妊娠中の患者においても、歯清を月1回算定できる。

注⑥ 失活歯に前装ＴｉＣを製作する場合は、失ＰＺ636点、連合印象64点、

咬合採得18点および色調10点を算定できる。

注⑦ 総医は、歯管の算定毎に算定することができる。

注⑧ 純チタン2種金属の全部鋳造方式で製作した単冠で、前歯部に前装

ＴｉＣを製作した場合は、1,866点（技術料1,800点、材料料66点）を算定でき

る。なお、ブリッジに用いることはできない。

ＣＡＤ／ＣＡＭ用のチタンブロック材料などを用いた場合は算定できない。

注⑨ 前装ＴｉＣは、クラウン・ブリッジ維持管理料の対象となる。また、患者

が歯科用金属アレルギーを有する場合も対象となる。

＊実態に即してご請求ください＊

快廻涯快
廓各恰廓

快恢快
廓格廓

（ 9） 第６２８号 ２０２２年（令和４年）７月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918



　

全
国
民
に
義
務
化
は
本
当
か
？

　

不
明
点
多
い
骨
太
方
針
入
り

大西富士男（おおにし・ふじお）／
株式会社東洋経済新報社編集局報
道部記者。1959年生まれ。東京大
学文学部卒。東洋工業（現マツ
ダ）勤務を経て、東洋経済新報社
入社。「週刊東洋経済」等の編集、
ゼネコン、自動車、保険、商社な
どの担当を歴任。2017年からは、
製薬・バイオベンチャー・医薬品
卸・薬局をメインに取材する。

　
去
る
５
月
29
日
㈰
、

　
「
国
民
皆
歯
科
健
診
」
検
討
開
始
へ

    

骨
太
方
針

　
こ
う
見
出
し
を
打
っ
て
、
産
経
新
聞
デ
ジ
タ

ル
版
が
特
ダ
ネ
記
事
を
流
し
た
。

６
月
上
旬
に
ま
と
め
る
「
経
済
財
政
運
営
と

改
革
の
基
本
方
針
」、い
わ
ゆ
る
「
骨
太
方
針
」

で
「
全
国
民
に
毎
年
の
〝
国
民
歯
科
健
診
〞
の

導
入
検
討
を
始
め
る
の
を
明
記
す
る
」
と
い
う

の
が
そ
の
肝
と
な
る
内
容
だ
。
通
常
の
ペ
ー
パ

ー
版
に
は
翌
５
月
30
日
㈪
版
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い

と
思
う
。

　
我
が
国
で
は
１
歳
半
、
３
歳
時
点
の
乳
幼
児

や
小
・
中
・
高
時
代
を
除
け
ば
、
歯
科
健
診
は

義
務
で
は
な
い
。
健
康
増
進
法
で
40
〜
70
歳
の

国
民
は
40
歳
、
50
歳
、
60
歳
、
70
歳
と
節
目
の

10
年
ご
と
に
１
回
、
歯
科
健
診
を
受
け
る
機
会

を
持
つ
。
こ
の
法
律
で
努
力
義
務
を
課
せ
ら
れ

る
自
治
体
の
う
ち
約
７
割
が
住
民
に
歯
科
健
診

を
実
施
し
て
い
る
が
、
実
際
の
受
診
率
は
１
割

未
満
と
低
い
。

　
事
業
主
に
毎
年
の
実
施
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
歯
科
以
外
の
健
診
と
比
べ
、
大
き
く
遅
れ

を
と
っ
て
い
る
歯
科
健
診
を
一
気
に
全
国
民
義

務
化
へ
と
方
向
転
換
す
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、

驚
き
の
ニ
ュ
ー
ス
だ
っ
た
わ
け
だ
。

　
そ
し
て
、
６
月
７
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
骨
太
方
針
」
に
は
、
実
際
に
「
生
涯
を
通
じ

た
歯
科
健
診
（
い
わ
ゆ
る
国
民
皆
歯
科
健
診
）

の
具
体
的
な
検
討
」
と
い
う
文
言
が
入
っ
た
。

骨太方針に突如 「国民皆歯科健診」 入る骨太方針に突如 「国民皆歯科健診」 入る
現実的な費用負担や制度具体化など課題残る

東
洋
経
済
新
報
社

編
集
局
報
道
部
記
者

大
西

富
士
男

私
の
目
に
映
る
歯
科
医
療
界

私
の
目
に
映
る
歯
科
医
療
界

連 載

第
16
回

協
会
活
動
日
誌  

２
０
２
２
年
6
月

１   水　 第３回経営管理部会
２   木　 第４回総務会議、
　　　　 国会要請行動
６   月　 第４回財政部会
７   火　 第３回広報・ホームペー
　　　　 ジ部会
８   水　 第２回医事相談部会
９   木　 第５回理事会
10　金　第２回保険医協会健康
　　　　まつり2022歯科打ち合
　　　　わせ会議
13　月　第３回地域医療部会
14　火　第３回共済部会
15　水　第２回院内感染防止対策
　　　　講習会

16　木　第３回政策委員会、
　　　　会員無料相談デー、
　　　　休保審査会（医科）
19　日　第50回定期総会
20　月　第３回保険医協会健康ま
　　　　つり2022実行委員会
21　火　第３回社保･学術部会
22　水　接遇講習会
23　木　第２回「保険でよい『歯』を」
　　　　東京連絡会世話人会
24　金　第６回理事会
25　土　休保審査会(全国）
29　水　第３回組織部会

　

財
務
省
は
か
ね
て
予
防
医
療
に
懐
疑
的

　

具
体
化
時
点
で
反
対
に
回
る
可
能
性
も

　

ま
ず
は
歯
の
健
康
向
上
を
訴
え

　

様
々
な
課
題
克
服
を
目
指
す
べ
き

　
た
だ
、記
事
に
疑
問
も
あ
る
。

　
第
一
に
情
報
源
だ
。
可
能
性

が
高
い
の
は
、
政
府
・
自
民
党

に
歯
科
健
診
拡
大
を
働
き
か
け

て
き
た
日
本
歯
科
医
師
会
か
自

民
党
の
関
係
者
だ
ろ
う
。

　
す
ぐ
目
の
前
に
参
議
院
選
挙

が
迫
っ
て
い
る
。
歯
科
医
師
の

票
が
ほ
し
い
自
民
党
と
支
援
団

体
の
双
方
に
情
報
を
流
す
動
機

が
あ
る
。
ど
ち
ら
の
サ
イ
ド
に

も
、
全
国
の
歯
科
医
師
や
そ
の

関
係
者
に
「
運
動
の
成
果
」
を

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
か
ら
だ
。

　
本
質
的
な
疑
問
は
、
産
経
記

事
が
い
う
「
全
国
民
に
義
務
付

け
る
」
と
い
う
部
分
だ
。
事
業

主
や
自
治
体
で
は
な
く
、
直

接
、
全
国
民
に
義
務
付
け
る
の

か
ど
う
か
（
産
経
記
事
は
「
全

国
民
に
毎
年
健
診
を
義
務
付
け

る
」
と
書
い
て
い
る
）。

　
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
歯
科
健

診
を
受
け
な
い
国
民
へ
の
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
は
ど
う
な
る
の

か
、
毎
年
、
全
国
民
を
対
象
に

実
施
す
る
際
の
侮
り
が
た
い
費

用
負
担
を
ど
う
す
る
の
か
、
負

担
の
主
体
は
国
・
自
治
体
・
事

業
主
の
ど
こ
な
の
か
、
国
民
の

直
接
負
担
も
あ
る
の
か
、
全
国

民
に
毎
年
歯
科
健
診
を
受
け
さ

せ
る
手
段
と
し
て
職
場
と
自
治

体
の
両
方
を
動
員
す
る
の

か
、
な
ど
様
々
な
謎
が
あ
る
の

だ
が
、
記
事
は
「
健
保
組
合
な

ど
が
毎
年
行
う
健
康
診
断
の
際

に
唾
液
を
提
出
し
て
も
ら
う
」

な
ど
の
例
を
挙
げ
る
の
み
だ
。

　
具
体
的
に
は
、
ま
だ
煮
詰
ま

っ
て
い
な
い
の
が
本
当
な
の
だ

ろ
う
が
、「
全
国
民
に
義
務
付

け
」
を
字
義
通
り
受
け
取
る
べ

き
か
、
疑
問
符
が
付
く
。

　
財
務
省
が
こ
れ
を
黙
認
す
る

理
由
も
謎
だ
。
今
年
も
例
年
通

り
骨
太
方
針
の
前
、
５
月
25
日

に
財
政
制
度
等
審
議
会
の
財
務

大
臣
へ
の
答
申
が
あ
っ
た
。
そ

こ
に
は
①
か
か
り
つ
け
医
の
制

度
化
、
②
給
付
費
の
伸
び
と
経

済
成
長
率
の
整
合
性
、
③
医
療

法
人
の
事
業
報
告
書
の
電
子
開

示
、
④
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
―
な

ど
、医
療
費
を
狙
い
撃
ち
に
し
、

そ
の
削
減
を
求
め
る
内
容
が
入

っ
て
い
る
。こ
れ
に
つ
い
て
は
、

日
本
医
師
会
も
特
に
大
き
な
問

題
と
し
て
注
視
し
て
い
る
。

　
医
療
費
（
本
体
を
含
め
た
診

療
報
酬
）の
削
減
に
関
し
て
は
、

２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬
改
定

で
見
せ
た
強
硬
路
線
を
さ
ら
に

強
力
に
進
め
る
方
針
を
打
ち
出

し
て
い
る
。
歯
科
医
療
界
の
将

来
に
と
っ
て
も
、
大
き
な
意
味

を
持
つ
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　
財
務
省
は
、
予
防
医
療
に
は

極
め
て
懐
疑
的
だ
。
か
つ
て
、

厚
生
労
働
省
が
財
務
省
の
反
対

を
押
し
切
っ
て
進
め
た
「
生
活

習
慣
病
の
予
防
の
徹
底
」
な
ど

予
防
医
療
政
策
が
、
医
療
費
適

正
化
効
果
を
出
せ
ず
に
終
わ
っ

た
こ
と
を
、
わ
ざ
わ
ざ
具
体
的

数
値
を
列
挙
し
つ
つ
今
年
の
答

申
で
も
強
調
し
て
い
る
ほ
ど
だ
。

  

「
国
民
皆
歯
科
健
診
」
推
進
の
大

義
名
分
に
挙
げ
ら
れ
る
の

は
、
歯
周
病
予
防
な
ど
歯
・
口

腔
の
健
康
維
持
が
他
の
病
気
の

発
症
を
抑
え
、
医
療
費
全
体
の

抑
制
に
つ
な
が
る
と
い
う
理
屈

だ
。

　
こ
の
歯
科
版
の
予
防
医
療
の

効
果
に
は
、
財
務
省
は
否
定
的

な
は
ず
。
少
な
く
と
も
国
の
財

政
出
動
と
な
れ
ば
強
く
反
対
す

る
と
思
わ
れ
る
が
、
骨
太
方
針

に
は
「
国
民
皆
歯
科
健
診
」
が

入
っ
て
い
る
。
な
ぜ
か
。

　
大
事
な
選
挙
前
だ
か
ら
目
を

つ
む
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
選

挙
が
終
わ
り
具
体
策
を
作
り
、

予
算
付
け
の
段
階
に
な
れ
ば
、

注
文
が
付
く
可
能
性
が
強
い
。

　
国
民
の
間
に
も
、「
選
挙
目

当
て
」「
団
体
利
権
」
な
ど
、

懐
疑
的
な
見
方
が
あ
る
の
も
確

か
だ
。

　
そ
れ
で
も
歯
の
健
診
の
受
診

率
が
、
わ
ず
か
10
％
の
ま
ま
で

良
い
は
ず
が
な
い
。
高
校
を
出

た
後
で
、
歯
の
健
診
で
い
ち
早

く
歯
周
病
な
ど
の
予
防
、
早
期

発
見
・
改
善
に
つ
な
げ
る
機
会

を
増
や
す
こ
と
は
、
国
民
の
健

康
の
観
点
の
み
な
ら
ず
、
生
活

の
質
の
維
持
・
向
上
を
図
る
観

点
か
ら
も
望
ま
し
い
こ
と
は
確

か
だ
。

　
歯
の
健
康
維
持
（
健
診
効

果
）、
お
よ
び
そ
の
ほ
か
の
病

気
・
医
療
費
の
削
減
と
の
因
果

関
係
の
検
証
・
エ
ビ
デ
ン
ス
の

確
率
は
、
今
後
じ
っ
く
り
構
築

す
れ
ば
良
い
。
ま
ず
最
優
先
す

べ
き
は
、
歯
・
口
腔
の
健
康
向

上
に
照
準
を
絞
り
、
費
用
対
効

果
を
考
え
た
上
で
、
国
が
関
与

し
て
の
歯
科
健
診
の
制
度
的
拡

大
を
進
め
て
い
く
こ
と
だ
。

　
歯
科
医
療
関
連
団
体
は
、
懐

疑
的
な
国
民
・
財
政
当
局
に
対

し
て
、
健
診
拡
大
に
よ
る
歯
の

健
康
の
維
持
・
向
上
効
果
を
粘

り
強
く
訴
え
て
い
く
活
動
を
進

め
て
ほ
し
い
。

◆
第
４
回(

暫
定)

理
事
会
◆

５
月
27
日
㈮
、
午
後
８
時

00
分
〜
９
時
50
分
。
会
長
、

副
会
長
５
名
、
理
事
14
名
、

監
事
２
名
、
事
務
局
６
名
の

出
席
。

【
政
策
課
題
】　
①
診
療
報

酬
改
定
に
つ
い
て
、
不
合
理

と
思
わ
れ
る
５
つ
の
ポ
イ
ン

ト
に
基
づ
き
論
議
。
②
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
義
務
化

に
向
け
た
動
き
に
つ
い
て
論

議
。
５
月
25
日
開
催
の
社
会

保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会

な
ど
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
原

則
義
務
化
（
療
養
担
当
規
則

の
改
正
）、
診
療
報
酬
上
の

評
価
の
見
直
し
（
中
医
協
で

議
論
）、
保
険
証
の
原
則
廃

止
、
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
統

一
（
骨
太
方
針
２
０
２
２
に

盛
り
込
む
）
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
報
告

を
確
認
。
③
７
月
10
日
実
施

予
定
の
第
26
回
参
議
院
議
員

選
挙
に
向
け
て
政
党
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
、
機
関
紙
６

月
号
へ
の
掲
載
を
確
認
。

【
運
動
課
題
】　「
75
歳
以
上

医
療
費
窓
口
負
担
２
割
化
中

止
を
求
め
る
請
願
署
名
」
の

取
り
組
み
状
況
を
確
認
。
６

月
4
日
開
催
の
ド
ク
タ
ー
ズ

・
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

へ
の
参
加
を
確
認
。

◆
第
５
回(

暫
定)

理
事
会
◆

６
月
９
日
㈭
、
午
後
７
時
00

分
〜
９
時
40
分
。
会
長
、
副

会
長
５
名
、
理
事
14
名
、
監

事
２
名
、
事
務
局
16
名
の
出

席
。

【
診
療
報
酬
改
定
へ
の
対
応
】

　
①
金
パ
ラ
７
月
改
定
、
②

２
０
２
２
年
度
歯
科
診
療
報

酬
改
定
の
評
価
、
③
厚
労
省

要
請
の
準
備
と
人
事
異
動
に

つ
い
て
の
報
告
を
確
認
。

【
各
部
検
討
課
題
】　
①

「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ

ス
テ
ム
の
導
入
〝
義
務
化
〞

に
反
対
す
る
」
理
事
会
声
明

（
案
）
を
討
議
の
う
え
、
確

認
。
②
医
科
の
診
療
報
酬
改

定
に
お
い
て
、
診
療
情
報
提

供
料
Ⅰ
の
加
算
点
数
で
あ
る

「
歯
科
医
療
機
関
連
携
加
算

１
」
の
患
者
の
対
象
が
「
栄

養
障
害
ま
た
は
摂
食
機
能
障

害
を
有
す
る
患
者
」
か
ら

「
歯
科
の
訪
問
診
療
の
必
要

性
を
認
め
た
患
者
」
と
な

り
、「
支
援
診
」「
支
援
病
」

の
施
設
基
準
の
届
出
を
行
っ

て
い
な
い
医
科
医
療
機
関
で

も
加
算
で
き
る
よ
う
に
要
件

が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

東
京
保
険
医
協
会
の
機
関
紙

「
東
京
保
険
医
新
聞
」
で
案

内
し
て
も
ら
う
こ
と
を
確
認
。

③
春
の
共
済
募
集
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
結
果
、
協
会
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
刷
新
に
向
け
て
の

中
間
報
告
な
ど
を
確
認
。

【
定
期
総
会
の
準
備
】

６

月
19
日
㈰
開
催
の
第
50
回
定

期
総
会
の
参
加
申
込
状
況
、

委
任
状
の
集
約
状
況
、
決
議

案
を
確
認
。

【
組
織
の
現
勢
】　
６
月
１

日
付
会
員
数
５
９
３
８
名

（
入
会
31
名
、退
会
13
名
）。

　
健
診
の
本
格
的
拡
大
の
た
め

に
は
、
歯
科
医
師
だ
け
で
な
く

不
足
す
る
歯
科
衛
生
士
な
ど
の

人
員
増
強
も
必
要
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
待
遇
改
善
も

併
せ
て
実
施
し
な
け
れ
ば
「
国

民
皆
歯
科
健
診
」
は
絵
に
描
い

た
餅
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

  

「
国
民
皆
歯
科
健
診
」
の
実

現
は
、
巷
間
、
言
わ
れ
る
ほ
ど

簡
単
で
は
な
い
。
超
え
る
べ
き

課
題
は
多
く
、
関
係
者
の
努
力

と
覚
悟
が
必
要
に
な
る
こ
と
だ

け
は
間
違
い
な
い
。

現在、日本では高校生まで歯科健診が義務化されている
ものの、大学生や社会人は対象外となっている。自治体
や企業などにより、健診のあり方が異なっている
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院内感染防止対策講習会院内感染防止対策講習会
「徹底した洗浄」 が鍵 重要な３要素を解説「徹底した洗浄」 が鍵 重要な３要素を解説

協
会
は
6
月
15
日
、
協
会
会
議
室
で
第
２
回
院
内
感
染
防
止
対
策

講
習
会
を
開
催
し
た
。
講
師
は
濱
﨑
啓
吾
理
事
（
院
内
感
染
防
止
対

策
委
員
会
委
員
長
）
が
務
め
、
６
名
が
参
加
し
た
。

濱
﨑
氏
は
、
感
染
防
止
対
策
は
「
感
染
源
」「
感
染
経
路
」「
宿

主
」
の
３
要
素
の
輪
を
断
ち
切
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、「
感
染
源

の
除
去
」
で
は
「
徹
底
し
た
洗
浄
な
く
し
て
、
完
全
な
消
毒
・
滅
菌

は
で
き
な
い
」
と
洗
浄
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

新
興
感
染
症
へ
の
対
策
に
つ
い
て
も
同
じ
く
、「
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち

込
ま
な
い
、
伝
播
し
な
い
、
感
染
し
な
い
」
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
方
策
を
具
体
的
に
解
説
し
た
。
ま
た
、
標
準
予
防
策
は

す
べ
て
の
患
者
に
同
じ
感
染
防
止
対
策
を
行
う
こ
と
で
、
感
染
症
患

者
で
あ
っ
て
も
特
別
な
対
応
を
す
る
必
要
が
な
く
な
る
と
も
し
た
。

◆
今
後
の
講
習
会
開
催
予
定

今
回
の
講
習
会
は
、
新
規
に
歯
初
診
の
届
出
を
行
う
会
員
を
対
象

に
し
た
も
の
で
、
同
様
の
講
習
会
は
７
月
に
も
開
催
。
一
方
、
更
新

を
目
的
と
し
た
講
習
会
の
開
催
は
９
月
に
予
定
し
て
い
る
。
詳
し
く

は
、
本
紙
の
研
究
会
案
内
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。（
関
連
記

事
＝
５
面
・
８
面
）

サンリオピューロランドほか、優
待サービスをご用意しておりま
す。QRコードからをお申込みく
ださい。

会員優待サービスご案内会員優待サービスご案内
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懇
談
し
た
議
員
か
ら
は
、
今
年
10
月

に
予
定
さ
れ
て
い
る
75
歳
以
上
の
窓
口

負
担
２
割
化
に
つ
い
て
、「
物
価
高
や

年
金
の
支
給
減
な
ど
が
起
き
て
い
る
現

状
に
お
い
て
、
今
引
き
上
げ
る
こ
と
は

い
か
が
か
と
思
う
」「
10
月
か
ら
負
担

割
合
が
２
割
に
な
る
こ
と
が
マ
ス
コ
ミ

で
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
知
ら
な

い
国
民
も
多
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
混
乱

を
来
た
す
」
な
ど
、
要
請
に
賛
同
す
る

意
見
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
会
員
か
ら

預
か
っ
た
署
名
に
つ
い
て
は
、
川
田
龍

平
（
参
・
立
憲
）、
牧
山
ひ
ろ
え
（
参

・
立
憲
）
お
よ
び
宮
本
徹
（
衆
・
共

産
）
の
各
議
員
に
提
出
し
た
。

要
請
を
行
っ
た
の
は
、
以
下
の
各
氏

（
順
不
同
、
敬
称
略
）。（
※
）
は
、
秘

書
対
応
。

【
衆
議
院
】

◆
立
憲
　
長
妻
昭
（
※
）、
伊
藤
俊
輔

◆
共
産
　
宮
本
徹

【
参
議
院
】

◆
立
憲
　
川
田
龍
平
、
牧
山
ひ
ろ
え

◆
共
産
　
吉
良
よ
し
子
（
※
）

◆
◇
国
会
内
集
会
◆
◇

同
日
、
衆
議
院
第
二
議
員
会
館
に
て

国
会
内
集
会
が
行
わ
れ
た
。
ウ
ェ
ブ
参

加
も
含
め
て
全
国
か
ら
１
２
０
人
が
参

加
し
た
。
集
会
で
は
、
各
地
の
取
り
組

み
が
報
告
さ
れ
た
ほ
か
、
鎌
田
さ
ゆ
り

（
衆
・
立
憲
）、
吉
田
統
彦
（
衆
・
立

憲
）、
野
間
健
（
衆
・
立
憲
）、
宮
本
徹

（
衆
・
共
産
）
各
議
員
が
駆
け
つ
け

た
。
全
国
の
署
名
数
は
合
計
で
78
万
３

７
１
筆
を
数
え
、
新
た
に
集
ま
っ
た
署

名
は
各
国
会
議
員
に
提
出
さ
れ
た
。

橋本 健一
（理事／東村山市）

四方山話四方山話

Ａ　
大
企
業
の
内
部
留
保
に

課
税
し
て
、
最
低
賃
金
を
１

５
０
０
円
に
引
き
上
げ
た
り

再
エ
ネ
投
資
に
活
用
し
た
り

す
べ
き
と
い
う
意
見
が
あ
る

ね
。

Ｂ　
こ
の
10
年
あ
ま
り
で
大
企

業
の
内
部
留
保
は
１
３
０
兆
円

増
え
た
け
ど
、
一
人
あ
た
り
の

実
質
賃
金
は
22
万
円
減
少
し
た

ね
。
最
低
時
給
は
米
英
独
が
１

５
０
０
円
超
な
の
に
、
日
本
で

は
平
均
で
１
０
０
０
円
未
満

だ
。
大
企
業
は
内
部
留
保
を
蓄

え
る
だ
け
で
、
賃
上
げ
や
設
備

投
資
に
回
し
て
い
な
い
と
の
批

判
が
あ
る
ね
。
だ
け
ど
、
内
部

留
保
は
法
人
税
を
課
税
し
た
後

の
余
剰
金
だ
か
ら
、
こ
れ
に
対

し
て
ま
た
課
税
す
る
と
二
重
課

税
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
問
題
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

Ａ　
二
重
に
課
税
さ
れ
る
の
は

い
や
だ
け
ど
、
酒
や
た
ば
こ
、

ガ
ソ
リ
ン
に
は
酒
税
や
た
ば
こ

税
、
ガ
ソ
リ
ン
税
と
い
っ
た
物

品
税
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
消

費
税
は
、
そ
れ
ら
の
税
額
を
含

ん
だ
小
売
価
格
に
対
し
て
課
さ

れ
て
い
る
か
ら
二
重
課
税
と
な

っ
て
い
る
よ
ね
。
だ
っ
た
ら
内

部
留
保
課
税
も
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
の
。

Ｂ　
た
し
か
に
そ
れ
ら
の
税
は

二
重
課
税
と
い
え
ば
そ
う

だ
。
た
だ
し
、
内
部
留
保
課
税

が
許
さ
れ
る
と
、
次
に
は
個
人

の
所
得
税
を
支
払
っ
た
後
の
貯

蓄
、
す
な
わ
ち
家
計
の
金
融
資

産
課
税
が
行
わ
れ
て
し
ま
う
か

も
し
れ
な
い
。
数
年
前
に
金
融

庁
の
報
告
書
が
も
と
に
な
っ
て

老
後
２
０
０
０
万
円
問
題
が
起

き
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
け

ど
、
老
後
不
安
に
備
え
る
た
め

に
せ
っ
せ
と
貯
め
た
預
貯
金
に

ま
で
課
税
さ
れ
る
よ
う
に
も
な

り
か
ね
な
い
。

Ａ　
そ
の
恐
れ
は
十
分
に
あ
る

ね
。
社
会
保
障
の
充
実
の
た
め

と
言
い
つ
つ
、
消
費
税
の
逆
進

性
を
無
視
し
て
消
費
税
率
を
上

げ
、
法
人
税
率
を
下
げ
る
よ
う

な
こ
と
が
行
わ
れ
て
き
た
。

Ｂ　
二
重
課
税
と
は
い
え
な
い

け
ど
、
保
険
診
療
も
似
た
よ
う

な
も
の
だ
ね
。

Ａ　
保
険
料
を
や
っ
と
の
思
い

で
納
付
し
て
い
る
の
に
、
受
診

時
に
窓
口
負
担
が
あ
る
の
は
な

ん
だ
か
二
重
課
税
み
た
い
。

Ｂ　
保
険
医
療
は
現
物
給
付
な

ん
だ
か
ら
、
保
険
料
納
付
し
た

ら
何
の
負
担
も
な
く
医
療
の
給

付
を
受
け
た
い
ね
。　
（
完
）

お申し込みページ

75
歳
以
上
窓
口
２
割
化
中
止
を
求
め
る

国会

要請
６
月
２
日
、
協
会
は
国
会
要
請
を
行
い
、
森
元
主
税
理
事
が
参
加
。
今
回
は
、
①
新
た
な
患
者
負
担
増
は
中
止
す
る
こ

と
、
②
歯
科
用
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
の
高
騰
に
関
し
て
、
市
場
流
通
価
格
と
の
原
価
割
れ
に
伴
う
補
填
や
根
本
的
な
制
度

改
善
を
図
る
こ
と
―
の
2
点
を
関
係
各
議
員
ま
た
は
秘
書
を
通
じ
て
要
請
し
た
。

第
26
回
参
議
院
議
員
選
挙

投
開
票
は
７
月
10
日
に

第
26
回
参
議
院
議
員
選
挙
は

６
月
22
日
公
示
、
７
月
10
日
投

票
の
日
程
で
行
わ
れ
る
。
今
回

の
選
挙
は
任
期
満
了
等
に
伴
う

１
２
５
議
席
を
巡
っ
て
実
施
さ

れ
る
が
、
そ
の
内
訳
は
、
①
非

改
選
の
議
席
を
除
く
選
挙
区
の

74
議
席
、
②
神
奈
川
で
欠
員
と

な
っ
て
い
る
非
改
選
の
１
議

席
、
③
比
例
代
表
の
50
議
席
―

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
６
月

22
日
に
全
国
の
立
候
補
者
が
公

示
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
よ
る

と
、
全
国
の
45
選
挙
区
に
は
定

員
75
人
に
対
し
３
６
７
人
、
定

員
50
人
の
比
例
代
表
に
は
１
７

８
人
の
合
わ
せ
て
５
４
５
人
が

立
候
補
し
て
い
る
。

今
回
の
参
院
選
投
票
日
の
決

定
は
、
政
府
が
去
る
６
月
15
日

に
第
２
０
８
通
常
国
会
が
１
５

０
日
間
の
会
期
を
終
え
て
終
了

し
た
こ
と
を
受
け
、
同
日
午
後

に
臨
時
閣
議
を
開
き
、
６
月
22

お申し込みページ

全 国 で ７ ８ 万 ３ ７ １ 筆

協会には4000筆超の署名が寄せられました。ご協力ありがとうございました。

日
公
示
、
７
月
10
日
投
票
の
日

程
で
参
議
院
選
挙
を
行
う
こ
と

を
決
め
た
も
の
。
参
議
院
選
挙

は
、
公
職
選
挙
法
に
よ
っ
て
国

会
が
閉
会
し
て
か
ら
24
日
以
後

30
日
以
内
に
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
今
夏
参
議
院
選
挙
以

降
、
国
政
選
挙
は
２
０
２
５
年

秋
ま
で
行
わ
れ
な
い
（
こ
の
年

の
10
月
21
日
に
衆
議
院
が
任
期

満
了
を
迎
え
る
）。

◆
選
挙
の
争
点

今
回
の
選
挙
の
争
点
と
考
え

ら
れ
る
の
は
、
①
岸
田
内
閣
の

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
へ
の
対
応
、
②
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
な
ど
に
よ
る
物
価
高
騰
を

受
け
た
経
済
対
策
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
対
策
、
③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
応
、
④
敵
基
地
攻
撃
能

力
の
保
有
を
含
む
安
全
保
障
政

策
の
見
直
し
、
④
憲
法
改
正
の

是
非
、
⑤
デ
ジ
タ
ル
庁
に
続
い

て
「
こ
ど
も
家
庭
庁
」「
内
閣

感
染
症
危
機
管
理
庁
」
な
ど
が

立
ち
上
が
る
が
、
国
民
へ
の
便

益
は
ど
う
な
る
の
か
―
な
ど
。

次
に
、

繁
田
雅

弘
氏
（
東

京
慈
恵

会
医
科
大
学
精
神
医
学
講

座
教
授
）
か
ら
、
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
や
脳

血
管
性
認
知
症
等
を
は
じ

め
と
す
る
認
知
症
の
種
類

や
特
徴
、
医
療
面
接
時
の

注
意
点
を
中
心
に
解
説

し
、
若
年
者
・
中
・
高
年

者
の
う
つ
病
の
特
徴
に
つ

い
て
も
説
明
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
森
元
主
税
理
事

か
ら
症
例
写
真
を
用
い
て
、

認
知
症
患
者
へ
の
現
場
で
の

対
応
、
介
護
職
と
の
実
際

の
連
携
方
法
に
つ
い
て
伝

え
、
歯
科
が
食
支
援
も
含

め
、
最
期
ま
で
関
わ
る
こ

と
の
重
要
性
を
説
い
た
。

加
え
て
、
医
療
と
介
護
の

好
評
博
す
施
設
基
準
の
講
習
会

好
評
博
す
施
設
基
準
の
講
習
会
開
催

      

歯
初
診
・
外
来
環
・
歯
援
診
・
か
強
診
に
対
応

協
会
は
５
月
29
日
、
歯
初

診
、
外
来
環
、
歯
援
診
、
か

強
診
の
施
設
基
準
に
対
応
し

た
講
習
会
を
開
催
し
た
。
66

名
が
４
つ
の
施
設
基
準
を
目

的
に
、
31
名
が
２
つ
の
施
設

基
準
を
目
的
に
、
総
勢
97
名

が
会
場
に
集
ま
っ
た
。
今
次

診
療
報
酬
改
定
に
お
い

て
、
か
強
診
お
よ
び
歯
援
診

の
要
件
が
変
更
に
な
っ
た
こ

と
で
、
新
規
届
出
を
検
討
す

る
会
員
が
多
く
集
ま
っ
た
。

は
じ
め
に
、
馬
場
安
彦
副

会
長
か
ら
今
回
の
診
療
報
酬

改
定
で
対
象
患
者
の
年
齢
に

変
更
が
あ
っ
た
口
腔
機
能
管

理
料
、
お
よ
び
小
児
口
腔
機

能
管
理
料
、
Ｓ
Ｐ
Ｔ
や
Ｐ
重

防
を
含
む
歯
科
疾
患
の
重
症

化
予
防
に
資
す
る
継
続
管
理

に
関
す
る
内
容
を
中
心
に
解

説
。

連
携
の
重
要
性
も
訴
え
た
。

最
後
に

坂
下
英
明

氏
（
明
海

大
学
名
誉

教
授
）
か
ら
医
療
事
故
に
よ

る
「
避
け
う
る
べ
き
死
」
の

発
生
を
防
ぐ
こ
と
や
、
医
療

事
故
を
起
こ
し
た
場
合
の
対

応
に
つ
い
て
講
義
。
さ
ら

に
、
今
次
診
療
報
酬
改
定
で

追
加
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
新
興

感
染
症
を
踏
ま
え
た
標
準
予

防
策
に
つ
い
て
も
事
例
を
も

と
に
紹
介
し
た
。

次
回
開
催
は
、
11
月
20
日

を
予
定
。
協
会
の
講
習
会

は
、
４
つ
す
べ
て
の
施
設
基

準
の
受
講
要
件
を
満
た
す
こ

と
が
で
き
る
た
め
人
気
の
講

習
会
と
な
っ
て
い
る
。
詳
細

は
、
９
月
以
降
の
機
関
紙
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
確
認
の

上
、
お
早
め
に
ご
予
約
を
い

た
だ
き
た
い
。



機
関
紙
6
月
号
に

つ
い
て
、
通
信
員

50
名
の
便
り
か
ら

抜
粋
し
ま
し
た
。

 
通
信
員
便
り

通
信
員
便
り    

№№
11９11９123123

◆
政
府
が
全
国
民
に
歯
科
健
診
を
義
務
付
け

る
「
国
民
皆
歯
科
健
診
」
の
導
入
に
向
け
、

検
討
を
始
め
る
と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し

た
が
、
同
制
度
に
つ
い
て
お
考
え
を
。

・
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。（
他
11
名
）

・
ま
ず
は
意
識
が
高
ま
る
だ
け
で
も
成
果
の

一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

・
歯
科
医
師
は
口
腔
の
衛
生
環
境
が
全
身
の

健
康
管
理
に
つ
な
が
る
こ
と
を
長
年
に
わ

た
っ
て
訴
え
続
け
て
き
た
こ
と
を
理
解
し

て
ほ
し
い
と
思
う
。

・
必
要
な
い
。
制
度
が
な
く
て
も
、
来
る
人

は
き
ち
ん
と
健
診
に
来
る
し
、
来
な
い
人

は
来
な
い
。

（
他
１
名
）

・
導
入
よ
り
も
、
ど
う
い
う
経
緯
で
そ
の
よ

う
に
な
っ
た
の
か
気
に
な
る
。

・
自
治
体
健
診
の
よ
う
に
歯
科
医
師
会
の
関

与
と
独
占
で
な
い
こ
と
を
希
望
す
る
。

・
口
腔
内
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
受
診
の
き

っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
し

か
し
、
個
人
的
に
は
国
に
そ
こ
ま
で
管
理

さ
れ
た
く
な
い
。

・
制
度
が
ど
う
の
こ
う
の
と
い
う
よ
り
、

「
言
っ
た
だ
け
」
に
な
ら
な
い
か
心
配
。

・
国
民
皆
歯
科
健
診
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
一
番
利
益
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
患
者
自
身
で
あ
る
こ
と
が
大
切
だ
。

・
大
事
な
こ
と
だ
が
、
今
で
な
く
て
も
良
い

と
思
う
。

◆
７
月
10
日
に
参
議
院
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

が
、
政
治
に
期
待
す
る
こ
と
を
。

・歯
科
保
健
事
業
の
充
実
。　
　
（
他
１
名
）

・
歯
科
点
数
ア
ッ
プ
。

（
他
１
名
）

・も
っ
と
歯
科
医
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
経
済
の
回
復
。
バ
ブ
ル
崩
壊
か
ら
も
う
30

年
。
日
本
だ
け
な
ぜ
、
こ
ん
な
に
停
滞
し

て
い
る
の
か
。

・
期
待
し
て
な
い
。
た
だ
暮
ら
し
に
く
い
社
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会
に
は
し
な
い
で
ほ
し
い
。　
（
他
５
名
）

・
健
全
な
財
政
。

・
公
的
年
金
を
充
実
さ
せ
て
、
老
後
生
活
を

安
心
し
て
迎
え
ら
れ
る
国
を
。

・コ
ロ
ナ
感
染
対
策
支
援
。　
　
（
他
１
名
）

・
国
防
・
安
全
保
障
。

・
野
党
の
奮
起
を
期
待
し
た
い
。（
他
２
名
）

・
経
済
と
外
交
。

（
他
１
名
）

・
若
い
人
が
生
き
や
す
い
世
の
中
に
、
ま

た
、
真
面
目
に
生
活
し
て
る
人
が
報
わ
れ

る
世
の
中
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

◆
22
年
度
診
療
報
酬
改
定
で
、
新
た
に
導
入

さ
れ
た
電
子
的
保
健
医
療
情
報
活
用
加
算

（
初
診
時
７
点
・
再
診
時
４
点
を
加
算
）

を
急
遽
、
廃
止
す
る
動
き
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
変
更
に
つ
い
て
、
先
生
は
ど
う

思
わ
れ
ま
す
か
。

・
導
入
し
て
い
ま
す
が
、
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ

ら
れ
な
い
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
か

ざ
す
患
者
さ
ん
も
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。

点
数
は
廃
止
し
て
も
い
い
の
で
、
毎
月
の

助
成
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。

・
あ
き
れ
て
ま
す
。

（
他
５
名
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
受
診
し
た
患
者

さ
ん
か
ら
加
算
点
数
を
取
れ
ば
、
普
及
に

ブ
レ
ー
キ
が
か
か
る
こ
と
を
予
測
で
き
な

い
の
か
、
不
思
議
で
な
ら
な
い
。
導
入
ま

で
に
反
対
意
見
は
な
か
っ
た
の
か
な
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
他
３
名
）

・
加
算
は
う
れ
し
い
で
す
が
、
そ
れ
で
さ
ら

に
窓
口
負
担
が
で
る
の
で
あ
れ
ば
廃
止
し

て
良
い
と
思
い
ま
す
。

（
他
２
名
）

・
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
対
す
る
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
患
者
に
求
め
る
の
は
筋
違
い

だ
と
思
う
の
で
、
こ
の
加
算
が
廃
止
さ
れ

る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
補
助
金

な
ど
の
直
接
的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
導

入
さ
れ
な
け
れ
ば
、
我
々
が
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
を
導
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
ま
っ

た
く
な
い
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
？

・
変
更
が
多
す
ぎ
る
。

・
急
ぎ
す
ぎ
る
デ
ジ
タ
ル
化
が
今
後
ト
ラ
ブ

ル
を
生
む
。

・
ま
だ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
国
民
的
賛

同
が
な
い
。
も
っ
と
丁
寧
に
説
明
責
任
を

も
っ
て
進
め
て
ほ
し
い
。

７月に歯科用貴金属の随時改定が行われ、歯科用鋳造用金銀パラジウム合金が１ｇ３，４１３円から１g３，７１５円、歯科鋳造用１４カラット金合金インレー用が１ｇ６，
０１９円から１g６，５６９円、歯科用鋳造用銀合金第１種が１g１４５円から１g１５２円に、同２種が１g１７８円から１g１８５円に改定される。それに伴い、7月以降の各
点数が表のとおり改定される。

区分 5月-6月

➡

7月

金銀パラジ
ウム合金

インレー（単純なもの）

大臼歯

600点 637点
インレー（複雑なもの） 1,043点 1,110点
４/ ５冠 1,265点 1,349点
全部金属冠 1,655点 1,762点
インレー（単純なもの）

小臼歯・前歯

469点 494点
インレー（複雑なもの） 839点 888点
３/ ４冠 1,056点 1,117点
４/ ５冠 996点 1,057点
全部金属冠 1,314点 1,390点

レジン前装金属冠
前歯 2,245点 2,340点
小臼歯 2,245点 2,340点

鋳造ポンティック
大臼歯 1,817点 1,939点
小臼歯 1,476点 1,568点

レジン前装金属ポンティッ
ク

前歯 2,011点 2,085点
小臼歯 1,676点 1,768点
大臼歯 1,877点 1,999点

双子鉤（鋳造鉤）
大・小臼歯 1,361点 1,459点
犬歯・小臼歯 1,120点 1,196点

二腕鉤（鋳造鉤）
大臼歯 994点 1,061点
犬歯・小臼歯 895点 953点
前歯 847点 901点

コンビネーション鉤
前歯 542点 569点
犬歯・小臼歯 566点 595点
大臼歯 616点 649点

鋳造バー 2,231点 2,388点

ローチのバークラスプ
１歯 1,341点 1,439点
２歯以上 1,361点 1,459点

根面被覆
前歯・小臼歯 469点 494点
大臼歯 600点 637点

キーパー付根面板
前歯・小臼歯 1,138点 1,187点
大臼歯 1,342点 1,409点

区分 5月-6月

➡

7月

銀合金

インレー（単純なもの）

大臼歯

212点 213点
インレー（複雑なもの） 322点 324点
４/ ５冠 360点 362点
全部金属冠 515点 518点
インレー（単純なもの）

小臼歯・前歯・乳
歯

204点 204点
インレー（複雑なもの） 313点 314点
３/ ４冠 405点 406点
４/ ５冠 345点 346点
全部金属冠 499点 501点

レジン前装金属冠
前歯 1,273点 1,277点
小臼歯 1,273点 1,277点

鋳造ポンティック
大臼歯 483点 485点
小臼歯 483点 485点

レジン前装金属ポンティッ
ク

前歯 1,243点 1,245点
小臼歯 697点 699点
大臼歯 557点 559点

根面被覆
前歯・小臼歯 204点 204点
大臼歯 212点 213点

キーパー付根面板
前歯・小臼歯 612点 613点
大臼歯 621点 623点

メタルコア
大臼歯 253点 257点
小臼歯・前歯 198点 200点

カラット金
合金

インレー（複雑なもの） 1,248点 1,336点
３/ ４冠 1,575点 1,685点

双子鉤（鋳造鉤）
大・小臼歯 1,504点 1,618点
犬歯・小臼歯 1,271点 1,364点

二腕鉤（鋳造鉤）
大臼歯 1,251点 1,344点
犬歯・小臼歯 1,015点 1,087点
前歯 836点 891点

線鉤
双子鉤 823点 876点
二腕鉤（レスト付） 619点 660点

7月 金銀パラジウム合金等　引き上げに　銀合金、メタルコアおよび14Kも改定 
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政
府
は
６
月
７
日
、「
経
済
財
政
運
営
と
改
革

の
基
本
方
針
２
０
２
２
／
新
し
い
資
本
主
義
へ
〜

課
題
解
決
を
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
に
変
え
、
持
続
可

能
な
経
済
を
実
現
〜
」（
通
称
「
骨
太
方
針
２
０

２
２
」）
を
閣
議
決
定
し
た
。

　
今
回
の
骨
太
方
針
の
柱
は
、
①
我
が
国
を
取
り

巻
く
環
境
変
化
と
日
本
経
済
、
②
新
し
い
資
本
主

義
に
向
け
た
改
革
、
③
内
外
の
環
境
変
化
へ
の
対

応
、
④
中
長
期
の
経
済
財
政
運
営
、
⑤
当
面
の
経

済
財
政
運
営
と
令
和
５
年
度
予
算
編
成
に
向
け
た

考
え
方
―
の
５
本
。
そ
の
中
で
、
医
療
政
策
に
関

す
る
重
要
点
は
①
と
④
、
特
に
④
の
中
の
「
全
世

代
型
社
会
保
障
の
構
築
」
お
よ
び
「
社
会
保
障
分

野
に
お
け
る
経
済
・
財
政
一
体
改
革
の
強
化
・
推

進
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
総
理
を
本
部
長
と
す
る

「
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
本
部(

仮
称)

」
の
設
置
を
提
唱

し
、
２
０
２
３
年
度
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
の
原
則
義
務
化
、
お
よ
び
２

０
２
４
年
度
中
の
保
険
証
発
行

の
選
択
制
導
入
な
ど
を
主
眼
と

す
る
医
療
の
Ｄ
Ｘ
化
を
推
進
す

る
方
針
を
提
示
し
た
。

　
ま
た
、
医
療
情
報
の
利
活
用
を
巡
り
法
制
上

の
措
置
等
を
講
じ
る
こ
と
や
、
Ａ
Ｉ
ホ
ス
ピ
タ

ル
の
推
進
と
実
装
な
ど
を
新
た
に
盛
り
込
ん
で

お
り
、こ
れ
ら
が
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
歯
科
医
療
に
関
し
て
は
、「
国
民
皆

歯
科
健
診
」
の
具
体
的
検
討
の
推
進
が
盛
り
込

ま
れ
た
点
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

全身の健康と口腔の健
康に関する科学的根拠
の集積と国民への適切
な情報提供、生涯を通
じた歯科健診(いわゆる
国民皆歯科健診)の具体
的な検討～ (略) ～ま
た、市場価格に左右さ
れない歯科用材料の導
入を推進する。
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